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回
答

形
式

凡
例

S
A

単
数

回
答

M
A

複
数

回
答

数
値

F
A

数
値

回
答

S
C

1
S
A

あ
な

た
の

性
別

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
1

男
性

2
女

性

S
C

2
数

値
F
A

あ
な

た
の

生
ま

れ
た

年
・
月

と
2
0
1
9
年

2
月

2
8
日

時
点

の
満

年
齢

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く

だ
さ

い
）

S
C

3
S
A

あ
な

た
に

は
2
0
0
0
年

4
月

か
ら

現
在

ま
で

の
間

に
、

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
身

近
な

ご
家

族
や

ご
親

族
が

い
ま

す
か

。
※

「
介

護
」
と

は
、

日
常

生
活

に
お

け
る

入
浴

・
着

替
え

・
ト

イ
レ

・
移

動
・
食

事
な

ど
の

際
の

何
ら

か
の

手
助

け
を

い
い

ま
す

。
病

気
な

ど
で

一
時

的
に

寝
て

い
る

方
に

対
す

る
看

護
は

含
み

ま
せ

ん
。

※
介

護
保

険
制

度
で

要
介

護
認

定
を

受
け

て
い

な
い

方
や

障
が

い
を

持
つ

方
、

あ
な

た
と

別
居

し
て

い
る

方
、

介
護

施
設

や
病

院
等

、
自

宅
外

に
い

る
方

の
介

護
も

含
ま

れ
ま

す
。

1
現

在
い

る
2

過
去

に
い

た
こ

と
が

あ
る

3
い

な
か

っ
た

S
C

3
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
を

必
要

と
す

る
ご

家
族

や
ご

親
族

が
過

去
に

い
た

こ
と

が
あ

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
は

介
護

を
必

要
と

す
る

ご
家

族
や

ご
親

族
の

介
護

を
し

て
い

ま
し

た
か

。

1
か

な
り

し
て

い
た

2
少

し
は

し
て

い
た

3
し

て
い

な
か

っ
た

S
C

3
-
2

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
を

必
要

と
す

る
ご

家
族

や
ご

親
族

が
現

在
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
は

介
護

を
必

要
と

す
る

ご
家

族
や

ご
親

族
の

介
護

を
し

て
い

ま
す

か
。

1
か

な
り

し
て

い
る

2
少

し
は

し
て

い
る

3
し

て
い

な
い

S
C

4
S
A

あ
な

た
が

も
近

介
護

を
し

た
ご

家
族

や
ご

親
族

は
次

の
ど

な
た

で
す

か
。

あ
な

た
と

の
続

柄
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

複
数

の
方

の
介

護
経

験
が

あ
る

場
合

は
、

も
近

に
介

護
し

た
方

を
1
人

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

今
現

在
、

複
数

の
方

を
同

時
に

介
護

し
て

い
る

場
合

は
、

あ
な

た
が

も
深

く
介

護
に

関
わ

っ
て

い
る

方
を

1
人

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
配

偶
者

2
子

ど
も

3
自

分
の

父
母

4
自

分
の

祖
父

母
5

自
分

の
お

じ
・
お

ば
6

自
分

の
兄

弟
・
姉

妹
7

そ
の

他
の

自
分

の
親

族
8

配
偶

者
の

父
母

9
配

偶
者

の
祖

父
母

1
0

配
偶

者
の

お
じ

・
お

ば
1
1

配
偶

者
の

兄
弟

・
姉

妹
1
2

そ
の

他
の

配
偶

者
の

親
族

S
C

5
S
A

そ
の

方
は

男
性

で
す

か
、

女
性

で
す

か
。

1
男

性
2

女
性

S
C

6
数

値
F
A

そ
の

方
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
時

期
は

何
年

何
月

で
す

か
。

西
暦

で
お

答
え

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

と
き

の
要

介
護

者
の

年
齢

は
お

い
く
つ

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

S
C

7
S
A

そ
の

方
は

現
在

も
要

介
護

状
態

が
続

い
て

い
ま

す
か

。
1

要
介

護
状

態
が

続
い

て
い

る
2

介
護

を
必

要
と

し
な

い
状

態
に

快
復

し
た

3
亡

く
な

っ
た

参
考

資
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：
質

問
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目
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資
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S
C

7
-
1

数
値

F
A

快
復

や
死

去
に

よ
り

、
そ

の
方

の
要

介
護

状
態

が
終

わ
っ

た
の

は
何

年
何

月
で

す
か

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く

だ
さ

い
）

S
C

7
-
2

数
値

F
A

そ
の

当
時

の
あ

な
た

の
年

齢
は

何
歳

で
し

た
か

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

S
C

8
S
A

快
復

や
死

去
に

よ
り

、
そ

の
方

の
要

介
護

状
態

が
終

わ
っ

た
当

時
の

あ
な

た
の

従
業

上
の

地
位

は
次

の
ど

れ
に

あ
た

る
も

の
で

し
た

か
。

ま
だ

要
介

護
状

態
が

続
い

て
い

る
方

は
現

在
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

勤
務

先
の

呼
称

で
は

な
く
、

（
　

）
内

の
説

明
に

し
た

が
っ

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
派

遣
社

員
等

も
仕

事
に

含
め

ま
す

が
、

学
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

は
含

め
な

い
で

く
だ

さ
い

。

1
会

社
経

営
者

・
役

員
・
自

営
業

・
自

由
業

・
内

職
・
家

族
従

業
員

（
雇

用
以

外
の

形
態

）
2

正
規

従
業

員
（
会

社
な

ど
の

正
社

員
・
正

職
員

、
短

時
間

正
社

員
含

む
）

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

（
通

常
の

労
働

者
よ

り
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

短
い

労
働

者
）

4
契

約
社

員
（
正

規
従

業
員

以
外

で
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

通
常

の
労

働
者

と
同

じ
労

働
者

）
5

派
遣

社
員

（
労

働
者

派
遣

法
に

も
と

づ
く
派

遣
会

社
か

ら
派

遣
さ

れ
る

労
働

者
）

6
収

入
を

伴
う

仕
事

は
し

て
い

な
い

（
学

生
を

含
む

）

S
C

9
S
A

快
復

や
死

去
に

よ
り

、
そ

の
方

の
要

介
護

状
態

が
終

わ
っ

た
当

時
の

あ
な

た
の

主
な

職
種

は
次

の
ど

れ
に

あ
た

り
ま

す
か

。
現

在
も

要
介

護
状

態
が

続
い

て
い

る
方

は
現

在
の

主
な

職
種

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
専

門
・
技

術
的

職
業

（
研

究
者

、
教

師
、

情
報

技
術

者
、

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
保

育
士

、
栄

養
士

、
編

集
者

、
通

訳
な

ど
）

2
管

理
的

職
業

（
会

社
・
団

体
役

員
、

課
長

以
上

の
管

理
職

、
議

員
、

市
区

町
村

長
な

ど
）

3
事

務
職

（
受

付
、

秘
書

、
集

金
、

検
針

、
営

業
事

務
、

パ
ソ

コ
ン

操
作

な
ど

）
4

営
業

・
販

売
職

（
小

売
店

主
・
店

員
、

不
動

産
仲

介
人

、
セ

ー
ル

ス
、

保
険

外
交

員
、

M
R

な
ど

）
5

サ
ー

ビ
ス

職
（
調

理
師

、
美

容
師

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

、
給

仕
係

、
ビ

ル
管

理
人

な
ど

）
6

保
安

的
職

業
（
警

察
官

、
自

衛
官

、
消

防
員

、
警

備
員

な
ど

）
7

農
林

漁
業

作
業

者
（
農

耕
、

畜
産

、
養

殖
、

造
園

、
植

木
職

な
ど

）
8

生
産

工
程

従
事

者
（
組

立
工

、
印

刷
、

C
A

D
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
、

自
動

車
整

備
、

塗
装

な
ど

）
9

輸
送

・
機

械
運

転
従

業
者

（
運

転
手

、
バ

ス
ガ

イ
ド

、
ボ

イ
ラ

ー
マ

ン
、

発
電

員
な

ど
）

1
0

建
設

・
採

掘
従

事
者

（
大

工
、

と
び

職
、

電
気

工
事

、
畳

職
人

な
ど

）
1
1

運
搬

・
清

掃
・
包

装
等

従
事

者
（
郵

便
配

達
員

、
引

っ
越

し
作

業
員

、
清

掃
員

、
包

装
な

ど
）

1
2

そ
の

他

■
以

下
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

先
ほ

ど
の

質
問

で
お

答
え

に
な

っ
た

要
介

護
者

の
介

護
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

複
数

の
ご

家
族

・
ご

親
族

を
同

時
に

介
護

し
て

い
た

経
験

が
あ

る
方

は
、

先
ほ

ど
の

質
問

で
お

答
え

に
な

っ
た

要
介

護
者

の
介

護
に

つ
い

て
の

み
お

答
え

く
だ

さ
い

。
先

ほ
ど

の
質

問
で

お
答

え
に

な
っ

た
ご

家
族

・
ご

親
族

の
要

介
護

状
態

と
、

そ
の

方
が

受
け

て
い

た
介

護
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
1

そ
の

方
は

、
ど

の
よ

う
な

病
気

や
ケ

ガ
が

原
因

で
介

護
を

必
要

と
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
か

。
ま

た
、

そ
の

後
追

加
的

に
発

症
し

た
病

気
や

ケ
ガ

は
あ

り
ま

す
か

。

S
A

(1
)要

介
護

状
態

に
な

っ
た

原
因

疾
患

（
ひ

と
つ

だ
け

）
M

A
(2

)そ
の

他
、

要
介

護
期

間
中

に
発

症
し

た
も

の
（
い

く
つ

で
も

）
【
選

択
肢

】
1

認
知

症
2

脳
血

管
疾

患
（
脳

卒
中

）
3

心
疾

患
（
心

臓
病

）
4

が
ん

5
呼

吸
器

疾
患

6
関

節
疾

患
7

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
8

糖
尿

病
9

視
覚

・
聴

覚
障

が
い

1
0

骨
折

・
転

倒
1
1

脊
髄

損
傷

1
2

高
齢

に
よ

る
衰

弱
1
3

身
体

障
が

い
1
4

知
的

障
が

い
（
認

知
症

除
く
）

1
5

精
神

障
が

い
（
認

知
症

除
く
）

1
6

そ
の

他
（
2
0
0
文

字
ま

で
）

1
7

わ
か

ら
な

い
1
8

い
ず

れ
も

発
症

し
て

い
な

い

Q
1
-
1

S
A

そ
の

方
の

ご
家

族
が

自
宅

で
胃

ろ
う

・
人

工
肛

門
の

管
理

、
た

ん
の

吸
引

等
の

医
療

的
処

置
を

継
続

的
に

施
す

必
要

は
あ

り
ま

し
た

か
。

1
要

介
護

状
態

に
な

っ
た

当
初

か
ら

あ
っ

た
2

要
介

護
期

間
の

途
中

か
ら

あ
っ

た
3

必
要

な
か

っ
た

Q
1
-
2

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
認

知
症

」
と

回
答

し
た

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

に
は

次
の

よ
う

な
状

態
が

日
常

的
に

あ
り

ま
し

た
か

。
（
1
）
認

知
症

の
診

断
を

受
け

た
初

期
（

初
の

3
か

月
）
（
2
）
要

介
護

状
態

が
終

わ
る

直
前

（
後

の
3
か

月
）
も

し
く
は

現
在

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

い
つ

も
見

ら
れ

た
症

状
を

そ
れ

ぞ
れ

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
)

診
断

を
受

け
た

初
期

（
初

の
3
か

月
）

2
)

要
介

護
状

態
が

終
わ

る
直

前
（

後
の

3
か

月
）
も

し
く
は

現
在

【
選

択
肢

】
1

意
思

疎
通

が
困

難
な

こ
と

2
徘

徊
・
暴

力
・
不

潔
行

為
な

ど
周

囲
に

迷
惑

を
か

け
る

行
動

3
周

囲
の

見
守

り
が

必
要

な
こ

と
4

生
活

の
昼

夜
逆

転
5

上
の

項
目

の
い

ず
れ

も
あ

て
は

ま
ら

な
い

Q
2

S
A

要
介

護
者

が
病

気
や

ケ
ガ

の
た

め
に

医
療

機
関

（
病

院
等

）
に

入
院

し
た

期
間

は
、

全
要

介
護

期
間

を
通

算
し

て
ど

の
く
ら

い
で

す
か

。
※

複
数

の
病

気
や

ケ
ガ

で
入

院
し

た
場

合
は

す
べ

て
合

計
し

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
1
か

月
以

内
2

1
か

月
～

3
か

月
以

内
3

3
か

月
～

6
か

月
以

内
4

6
か

月
～

1
年

以
内

5
1
年

～
2
年

以
内

6
2
年

～
3
年

以
内

7
3
年

～
4
年

以
内

8
4
年

～
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

入
院

し
た

こ
と

は
な

い

Q
3

S
A

要
介

護
者

が
介

護
施

設
（
特

養
、

老
人

保
健

施
設

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
）
で

生
活

し
て

い
た

期
間

は
、

全
要

介
護

期
間

を
通

算
し

て
ど

の
く
ら

い
で

す
か

。
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

等
の

短
期

的
な

利
用

は
含

め
ず

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

複
数

の
施

設
で

生
活

し
て

い
た

場
合

は
す

べ
て

合
計

し
た

期
間

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
1
か

月
以

内
2

1
か

月
～

3
か

月
以

内
3

3
か

月
～

6
か

月
以

内
4

6
か

月
～

1
年

以
内

5
1
年

～
2
年

以
内

6
2
年

～
3
年

以
内

7
3
年

～
4
年

以
内

8
4
年

～
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

介
護

施
設

で
生

活
し

て
い

た
こ

と
は

な
い
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Q
4

S
A

要
介

護
者

が
ご

自
宅

で
介

護
を

受
け

て
い

た
期

間
（
在

宅
介

護
期

間
）
は

、
全

要
介

護
期

間
を

通
算

し
て

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。
※

こ
こ

で
言

う
「
自

宅
」
に

は
、

あ
な

た
や

要
介

護
者

の
ご

自
宅

だ
け

で
な

く
、

他
の

家
族

や
親

族
の

ご
自

宅
で

の
介

護
も

含
め

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
1
か

月
以

内
2

1
か

月
～

3
か

月
以

内
3

3
か

月
～

6
か

月
以

内
4

6
か

月
～

1
年

以
内

5
1
年

～
2
年

以
内

6
2
年

～
3
年

以
内

7
3
年

～
4
年

以
内

8
4
年

～
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

介
護

中
に

自
宅

で
生

活
し

て
い

た
こ

と
は

な
い

Q
5

S
A

要
介

護
者

が
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
始

め
た

の
は

、
要

介
護

状
態

に
な

っ
て

か
ら

ど
の

く
ら

い
経

っ
て

か
ら

で
す

か
。

※
「
介

護
サ

ー
ビ

ス
」
と

は
訪

問
介

護
サ

ー
ビ

ス
、

通
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

、
介

護
施

設
な

ど
を

さ
し

ま
す

。
※

介
護

保
険

が
適

用
さ

れ
る

も
の

に
加

え
て

、
保

険
外

で
利

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
も

含
め

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
要

介
護

発
生

か
ら

1
か

月
以

内
2

1
か

月
～

3
か

月
以

内
3

3
か

月
～

6
か

月
以

内
4

6
か

月
～

1
年

以
内

5
1
年

～
2
年

以
内

6
2
年

～
3
年

以
内

7
3
年

～
4
年

以
内

8
4
年

～
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
こ

と
は

な
い

Q
6

S
A

あ
な

た
は

、
そ

の
方

の
要

介
護

状
態

が
終

わ
る

ま
で

の
期

間
（
余

命
宣

告
や

全
治

期
間

）
を

、
医

師
等

か
ら

知
ら

さ
れ

ま
し

た
か

。
次

の
中

か
ら

あ
て

は
ま

る
も

の
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
要

介
護

状
態

に
な

っ
た

当
初

に
知

ら
さ

れ
た

2
要

介
護

状
態

に
あ

る
間

に
知

ら
さ

れ
た

3
知

ら
さ

れ
な

か
っ

た

Q
7

M
A

そ
の

方
の

介
護

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

ど
こ

か
ら

得
ま

し
た

か
。

相
談

し
た

り
、

助
言

・
情

報
提

供
を

受
け

た
り

し
た

相
手

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
都

道
府

県
労

働
局

2
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
3

市
区

町
村

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
4

勤
務

先
（
上

司
、

同
僚

、
人

事
担

当
者

等
）

5
N

P
O

等
の

民
間

団
体

6
要

介
護

者
の

担
当

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

7
そ

の
他

の
医

療
や

介
護

の
専

門
家

8
介

護
を

通
し

て
知

り
合

っ
た

友
人

・
知

人
9

そ
の

他
の

友
人

・
知

人
1
0

家
族

・
親

族
1
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

テ
レ

ビ
・
新

聞
・
雑

誌
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

1
2

そ
の

他
　

具
体

的
に

：
(回

答
必

須
)(

入
力

制
限

な
し

)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

1
3

ど
こ

か
ら

も
助

言
や

情
報

提
供

を
受

け
て

い
な

い

Q
8

M
A

そ
の

方
の

介
護

に
お

い
て

次
の

よ
う

な
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
必

要
な

手
続

き
が

煩
雑

だ
っ

た
2

求
め

ら
れ

る
知

識
や

判
断

が
高

度
に

専
門

的
で

難
し

か
っ

た
3

重
大

な
判

断
を

迫
ら

れ
る

こ
と

に
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
を

感
じ

た
4

介
護

の
方

針
に

つ
い

て
要

介
護

者
本

人
と

意
見

の
食

い
違

い
が

生
じ

た
5

介
護

の
方

針
に

つ
い

て
他

の
家

族
・
親

族
と

の
あ

い
だ

で
意

見
の

食
い

違
い

が
生

じ
た

6
あ

て
は

ま
る

も
の

は
な

い

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

回
答

し
た

ご
家

族
・
ご

親
族

が
要

介
護

状
態

に
な

る
前

の
様

子
を

お
伺

い
し

ま
す

。

Q
9
-
1

S
A

要
介

護
状

態
に

な
る

前
、

そ
の

方
は

自
分

の
身

の
回

り
の

こ
と

を
自

分
で

し
よ

う
と

す
る

方
で

し
た

か
、

そ
れ

と
も

家
族

に
頼

ろ
う

と
す

る
方

で
し

た
か

。
次

の
中

か
ら

あ
て

は
ま

る
も

の
を

1
つ

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
な

る
べ

く
自

分
で

し
て

い
た

2
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
自

分
で

し
て

い
た

3
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
家

族
に

頼
っ

て
い

た
4

な
る

べ
く
家

族
に

頼
っ

て
い

た

Q
9
-
2

S
A

要
介

護
状

態
に

な
る

前
、

そ
の

方
は

、
ご

家
族

以
外

の
方

（
友

人
や

知
人

、
近

隣
の

人
な

ど
）
と

の
交

流
に

積
極

的
で

し
た

か
。

そ
れ

と
も

消
極

的
で

し
た

か
。

以
下

の
う

ち
あ

て
は

ま
る

も
の

か
ら

1
つ

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
積

極
的

だ
っ

た
2

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

積
極

的
だ

っ
た

3
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
消

極
的

だ
っ

た
4

消
極

的
だ

っ
た

Q
1
0

M
A

要
介

護
状

態
に

な
る

前
の

あ
な

た
と

要
介

護
者

の
関

係
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

あ
て

は
ま

り
ま

す
か

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
自

分
は

要
介

護
者

の
世

話
に

な
っ

た
恩

が
あ

っ
た

2
要

介
護

者
と

仲
が

良
か

っ
た

3
要

介
護

者
の

頼
み

は
断

れ
な

か
っ

た
4

自
分

以
外

に
要

介
護

者
の

家
族

・
親

族
は

い
な

か
っ

た
5

い
ず

れ
も

あ
て

は
ま

ら
な

い

■
そ

の
方

が
要

介
護

状
態

に
な

っ
た

当
初

の
時

期
（

初
の

3
か

月
程

度
の

時
期

。
以

下
、

「
要

介
護

発
生

当
初

」
と

は
、

こ
の

期
間

を
指

し
ま

す
）
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
1
1

M
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
と

要
介

護
者

の
関

係
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

な
こ

と
は

あ
て

は
ま

り
ま

す
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
自

ら
進

ん
で

そ
の

方
の

介
護

を
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

っ
た

2
あ

な
た

に
介

護
を

し
て

欲
し

い
と

要
介

護
者

に
言

わ
れ

た
3

要
介

護
者

以
外

の
家

族
に

介
護

を
す

る
よ

う
に

言
わ

れ
た

4
介

護
の

見
返

り
に

要
介

護
者

の
財

産
を

相
続

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

5
い

ず
れ

も
あ

て
は

ま
ら

な
い

■
現

在
要

介
護

状
態

が
終

わ
っ

て
い

る
方

に
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
1
2

S
A

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
当

初
、

要
介

護
者

は
ど

の
程

度
ご

自
身

で
身

の
回

り
の

こ
と

が
で

き
ま

し
た

か
。

以
下

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
も

近
い

も
の

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
屋

内
で

の
日

常
生

活
（
着

替
え

・
食

事
・
ト

イ
レ

・
入

浴
な

ど
）

2
外

出
（
散

歩
、

買
い

物
、

通
院

等
）

3
病

院
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
選

定
・
利

用
手

続
き

4
病

気
や

ケ
ガ

の
治

療
方

針
の

判
断

5
薬

の
管

理
（
服

薬
・
保

管
等

）
【
選

択
肢

】
1

す
べ

て
要

介
護

者
が

自
分

で
で

き
た

2
手

助
け

が
必

要
だ

が
、

一
部

は
要

介
護

者
が

自
分

で
で

き
た

3
全

面
的

に
手

助
け

が
必

要
だ

っ
た

4
わ

か
ら

な
い

■
ご

家
族

・
ご

親
戚

と
の

介
護

分
担

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。

Q
1
3
-
1

S
A

そ
の

方
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
当

初
、

あ
な

た
以

外
に

何
人

の
ご

家
族

や
ご

親
族

が
そ

の
方

の
介

護
を

担
っ

て
い

ま
し

た
か

。
※

炊
事

・
洗

濯
等

の
家

事
や

、
薬

の
管

理
、

介
護

の
た

め
の

情
報

収
集

、
諸

手
続

き
な

ど
、

要
介

護
者

の
身

の
回

り
の

世
話

に
関

わ
っ

た
方

を
す

べ
て

含
め

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
0
人

（
あ

な
た

の
み

）
2

1
人

3
2
人

4
3
人

以
上

Q
1
3
-
2

S
A

そ
の

方
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
当

初
、

あ
な

た
は

主
た

る
介

護
者

で
し

た
か

。
1

は
い

2
い

い
え
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Q
1
3
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
主

た
る

介
護

者
で

は
な

か
っ

た
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

そ
の

方
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
当

初
、

あ
な

た
は

ど
の

く
ら

い
介

護
に

か
か

わ
っ

て
い

ま
し

た
か

。

1
か

な
り

し
て

い
た

2
少

し
し

て
い

た
3

当
初

は
し

て
い

な
か

っ
た

Q
1
4

S
A

そ
の

方
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
当

初
、

あ
な

た
は

要
介

護
者

と
同

居
し

て
い

ま
し

た
か

。
※

そ
の

方
が

病
院

や
介

護
施

設
等

に
入

っ
て

い
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

（
1
）
ふ

だ
ん

は
要

介
護

者
と

同
居

し
て

い
る

が
一

時
的

に
入

院
・
入

所
し

て
い

た
場

合
は

「
同

居
」
、

（
2
）
病

院
へ

の
入

院
や

施
設

へ
の

入
所

が
永

続
的

だ
っ

た
場

合
は

「
別

居
」
と

お
考

え
く
だ

さ
い

。

1
介

護
を

す
る

前
か

ら
同

居
し

て
い

た
2

介
護

を
機

に
同

居
を

始
め

た
3

要
介

護
者

と
別

居
し

て
い

た

Q
1
4
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
と

別
居

し
て

い
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

は
あ

な
た

の
ご

自
宅

か
ら

片
道

で
ど

の
く
ら

い
離

れ
た

と
こ

ろ
に

住
ん

で
い

ま
し

た
か

。
通

常
使

う
交

通
手

段
を

も
と

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
3
0
分

未
満

2
3
0
分

～
1
時

間
未

満
3

1
時

間
～

2
時

間
未

満
4

2
時

間
以

上

Q
1
4
-
2

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
と

別
居

し
て

い
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

は
一

人
暮

ら
し

で
し

た
か

。

1
一

人
暮

ら
し

だ
っ

た
2

同
居

家
族

が
い

た
3

病
院

や
介

護
施

設
等

で
生

活
し

て
い

た

Q
1
4
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
は

一
人

暮
ら

し
だ

っ
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

の
近

所
（
毎

日
行

き
来

で
き

る
距

離
）
に

あ
な

た
以

外
の

ご
家

族
や

ご
親

族
が

住
ん

で
い

ま
し

た
か

。

1
は

い
2

い
い

え

Q
1
5

M
A

要
介

護
発

生
当

初
に

次
の

よ
う

な
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
あ

な
た

の
就

寝
中

に
要

介
護

者
に

起
こ

さ
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
2

あ
な

た
の

仕
事

中
に

介
護

の
こ

と
で

呼
び

出
さ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
た

3
要

介
護

者
が

家
族

以
外

の
者

と
関

わ
る

こ
と

を
嫌

が
っ

た
4

あ
な

た
自

身
が

介
護

の
た

め
に

病
気

や
ケ

ガ
を

し
た

5
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

時
間

が
あ

な
た

の
生

活
と

合
わ

な
か

っ
た

6
い

ず
れ

も
あ

て
は

ま
ら

な
い

■
全

員
に

お
伺

い
し

ま
す

。
　

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

家
計

と
就

業
状

態
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

※
介

護
を

機
に

就
業

状
況

に
変

化
が

あ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
態

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

Q
1
6

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
個

人
の

年
収

と
世

帯
全

体
の

年
収

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

税
金

・
社

会
保

険
料

な
ど

を
引

か
れ

る
前

の
ボ

ー
ナ

ス
、

臨
時

収
入

、
副

収
入

、
年

金
や

家
賃

収
入

等
の

就
労

に
よ

ら
な

い
収

入
も

含
む

総
収

入
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

自
営

の
場

合
は

、
売

上
高

な
ど

か
ら

必
要

経
費

を
除

い
た

金
額

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

1
)

あ
な

た
の

個
人

年
収

2
)

あ
な

た
の

世
帯

年
収

【
選

択
肢

】
1

な
し

2
1
0
0
万

円
未

満
3

1
0
0
～

2
0
0
万

円
未

満
4

2
0
0
～

3
0
0
万

円
未

満
5

3
0
0
～

4
0
0
万

円
未

満
6

4
0
0
～

6
0
0
万

円
未

満
7

6
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満
8

8
0
0
～

1
,0

0
0
万

円
未

満
9

1
,0

0
0
～

1
,2

0
0
万

円
未

満
1
0

1
,2

0
0
～

2
,0

0
0
万

円
未

満
1
1

2
,0

0
0
万

円
以

上
Q

1
7

S
A

要
介

護
発

生
当

初
、

あ
な

た
は

主
た

る
家

計
支

持
者

で
し

た
か

。
1

は
い

2
い

い
え

Q
1
8

S
A

あ
な

た
は

要
介

護
発

生
当

初
に

収
入

を
伴

う
仕

事
を

し
て

い
ま

し
た

か
。

※
パ

ー
ト

や
ア

ル
バ

イ
ト

も
仕

事
に

含
め

ま
す

が
、

学
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

は
仕

事
に

含
め

な
い

で
く
だ

さ
い

。
※

要
介

護
発

生
当

初
に

会
社

・
組

織
に

在
籍

し
て

い
た

が
休

業
・
休

職
中

だ
っ

た
場

合
や

、
そ

の
当

時
に

新
た

に
就

職
し

た
場

合
も

「
は

い
」
と

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
は

い
（
仕

事
を

し
て

い
た

）
2

い
い

え
（
無

業
だ

っ
た

）
3

い
い

え
（
学

生
だ

っ
た

）
■

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

仕
事

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。

Q
1
9

数
値

F
A

あ
な

た
が

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

仕
事

を
始

め
た

（
入

社
し

た
）
の

は
い

つ
で

す
か

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

ご
自

身
で

起
業

し
て

事
業

や
商

売
を

始
め

た
方

は
起

業
し

た
年

・
月

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

学
生

時
代

の
ア

ル
バ

イ
ト

や
家

業
を

そ
の

ま
ま

続
け

て
い

た
場

合
は

、
卒

業
後

に
そ

の
仕

事
を

始
め

た
年

・
月

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

Q
2
0

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

主
な

仕
事

内
容

は
、

ど
れ

に
あ

た
る

も
の

で
し

た
か

。
※

介
護

を
機

に
働

き
方

が
変

わ
っ

た
方

は
、

変
わ

る
前

の
状

況
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
専

門
・
技

術
的

職
業

（
研

究
者

、
教

師
、

情
報

技
術

者
、

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
保

育
士

、
栄

養
士

、
編

集
者

、
通

訳
な

ど
）

2
管

理
的

職
業

（
会

社
・
団

体
役

員
、

課
長

以
上

の
管

理
職

、
議

員
、

市
区

町
村

長
な

ど
）

3
事

務
職

（
受

付
、

秘
書

、
集

金
、

検
針

、
営

業
事

務
、

パ
ソ

コ
ン

操
作

な
ど

）
4

営
業

・
販

売
職

（
小

売
店

主
・
店

員
、

不
動

産
仲

介
人

、
セ

ー
ル

ス
、

保
険

外
交

員
、

M
R

な
ど

）
5

サ
ー

ビ
ス

職
（
調

理
師

、
美

容
師

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

、
給

仕
係

、
ビ

ル
管

理
人

な
ど

）
6

保
安

的
職

業
（
警

察
官

、
自

衛
官

、
消

防
員

、
警

備
員

な
ど

）
7

農
林

漁
業

作
業

者
（
農

耕
、

畜
産

、
養

殖
、

造
園

、
植

木
職

な
ど

）
8

生
産

工
程

従
事

者
（
組

立
工

、
印

刷
、

C
A

D
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
、

自
動

車
整

備
、

塗
装

な
ど

）
9

輸
送

・
機

械
運

転
従

業
者

（
運

転
手

、
バ

ス
ガ

イ
ド

、
ボ

イ
ラ

ー
マ

ン
、

発
電

員
な

ど
）

1
0

建
設

・
採

掘
従

事
者

（
大

工
、

と
び

職
、

電
気

工
事

、
畳

職
な

ど
）

1
1

運
搬

・
清

掃
・
包

装
等

従
事

者
（
郵

便
配

達
員

、
引

っ
越

し
作

業
員

、
清

掃
員

、
包

装
な

ど
）

1
2

そ
の

他
　

具
体

的
に

：
(回

答
必

須
)(

入
力

制
限

な
し

)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）
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Q
2
1

S
A

要
介

護
発

生
当

初
、

あ
な

た
の

従
業

上
の

地
位

は
ど

れ
に

あ
た

る
も

の
で

し
た

か
。

※
介

護
を

機
に

従
業

上
の

地
位

が
変

わ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
会

社
経

営
者

・
役

員
・
自

営
業

・
自

由
業

・
内

職
・
家

族
従

業
員

（
雇

用
以

外
の

形
態

）
2

正
規

従
業

員
（
会

社
な

ど
の

正
社

員
・
正

職
員

、
短

時
間

正
社

員
含

む
）

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
非

常
勤

（
通

常
の

労
働

者
よ

り
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

短
い

労
働

者
）

4
契

約
社

員
（
正

規
従

業
員

以
外

で
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

通
常

の
労

働
者

と
同

じ
労

働
者

）
5

派
遣

社
員

（
労

働
者

派
遣

法
に

も
と

づ
く
派

遣
会

社
か

ら
派

遣
さ

れ
る

労
働

者
）

Q
2
2

S
A

あ
な

た
は

要
介

護
発

生
当

初
の

仕
事

が
好

き
で

し
た

か
。

※
介

護
を

機
に

働
き

方
が

変
わ

っ
た

方
は

変
わ

る
前

の
状

況
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
好

き
だ

っ
た

2
や

や
好

き
だ

っ
た

3
あ

ま
り

好
き

で
は

な
か

っ
た

4
好

き
で

は
な

か
っ

た

■
以

下
は

先
ほ

ど
の

質
問

で
お

答
え

の
ご

家
族

・
ご

親
族

の
要

介
護

状
態

が
終

了
し

た
方

に
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
2
3

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

勤
務

先
の

会
社

が
し

て
い

た
事

業
や

商
売

の
内

容
は

、
大

き
く
分

け
る

と
ど

れ
に

あ
た

り
ま

す
か

。

1
農

林
漁

業
2

鉱
業

3
建

設
業

4
製

造
業

5
電

気
・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

6
運

輸
業

7
情

報
通

信
業

8
卸

売
業

9
小

売
業

1
0

金
融

・
保

険
業

1
1

不
動

産
業

1
2

教
育

・
学

習
支

援
1
3

学
術

研
究

・
専

門
サ

ー
ビ

ス
1
4

宿
泊

業
・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

1
5

生
活

関
連

・
娯

楽
業

1
6

医
療

・
福

祉
1
7

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

業
1
8

公
務

Q
2
4

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

勤
務

先
の

従
業

員
は

、
会

社
全

体
で

何
人

く
ら

い
で

し
た

か
。

※
官

公
庁

・
公

営
事

業
所

に
お

勤
め

の
方

は
「
官

公
庁

・
公

営
事

業
所

」
と

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
な

し
（
家

族
従

業
員

の
み

）
2

1
～

4
人

3
5
～

9
人

4
1
0
～

2
9
人

5
3
0
～

9
9
人

6
1
0
0
～

2
9
9
人

7
3
0
0
～

9
9
9
人

8
1
,0

0
0
人

以
上

9
官

公
庁

・
公

営
事

業
所

Q
2
5

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

、
あ

な
た

が
担

当
し

て
い

た
職

務
は

何
人

で
作

業
を

分
担

し
て

い
ま

し
た

か
。

あ
な

た
以

外
に

そ
の

職
務

を
担

当
し

て
い

た
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
属

し
て

い
る

事
業

所
や

部
課

の
人

数
で

は
な

く
、

あ
な

た
が

担
当

し
て

い
た

職
務

を
実

質
的

に
分

担
し

て
い

た
同

僚
等

の
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

担
当

職
務

に
よ

っ
て

異
な

る
場

合
は

、
も

少
な

い
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
0
人

（
あ

な
た

の
み

）
2

1
人

3
2
人

4
3
人

以
上

Q
2
6

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

役
職

は
、

ど
れ

に
あ

た
る

も
の

で
し

た
か

。
※

介
護

を
機

に
役

職
が

変
わ

っ
た

方
は

、
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
部

長
以

上
・
役

員
2

次
長

・
課

長
3

課
長

よ
り

下
の

役
職

（
係

長
、

主
任

等
）

4
役

職
な

し

Q
2
7
-
1

数
値

F
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

就
業

時
間

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
残

業
や

休
日

労
働

を
含

め
て

実
際

に
働

い
た

時
間

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

早
出

に
よ

る
残

業
時

間
は

除
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

1
時

間
未

満
（
分

単
位

）
は

切
り

捨
て

て
く
だ

さ
い

。
※

介
護

を
機

に
働

き
方

が
変

わ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

Q
2
7
-
2

S
A

所
定

の
始

業
時

刻
は

何
時

で
し

た
か

。
※

交
代

制
勤

務
・
シ

フ
ト

制
な

ど
で

日
に

よ
っ

て
始

業
時

刻
が

異
な

る
方

は
、

も
早

い
日

の
始

業
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
定

の
時

刻
が

決
ま

っ
て

い
な

い
方

は
主

な
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

介
護

を
機

に
働

き
方

が
変

わ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
午

前
6
時

よ
り

前
2

午
前

6
時

～
7
時

前
3

午
前

7
時

～
8
時

前
4

午
前

8
時

～
9
時

前
5

午
前

9
時

～
1
0
時

前
6

午
前

1
0
時

～
1
1
時

前
7

午
前

1
1
時

～
1
2
時

前
8

午
前

1
2
時

以
降

Q
2
7
-
3

S
A

所
定

の
終

業
時

刻
は

何
時

で
し

た
か

。
※

居
残

り
に

よ
る

残
業

時
間

は
除

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

交
代

制
勤

務
・
シ

フ
ト

制
な

ど
で

日
に

よ
っ

て
終

業
時

刻
が

異
な

る
方

は
、

も
遅

い
日

の
終

業
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
定

の
時

刻
が

決
ま

っ
て

い
な

い
方

は
主

な
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

介
護

を
機

に
働

き
方

が
変

わ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
午

後
4
時

よ
り

前
2

午
後

4
時

～
5
時

前
3

午
後

5
時

～
6
時

前
4

午
後

6
時

～
7
時

前
5

午
後

7
時

～
8
時

前
6

午
後

8
時

～
9
時

前
7

午
後

9
時

～
1
0
時

前
8

午
後

1
0
時

以
降

Q
2
7
-
4

数
値

F
A

要
介

護
発

生
当

時
の

あ
な

た
の

就
業

日
数

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

介
護

を
機

に
働

き
方

が
変

わ
っ

た
方

は
変

わ
る

前
の

状
況

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
)

週
の

就
業

日
数

（
休

日
労

働
含

む
）

2
)

残
業

や
休

日
労

働
を

す
る

日
は

週
3
)

深
夜

の
時

間
帯

（
2
2
時

～
翌

朝
5
時

）
に

就
業

す
る

日
は

月
に
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Q
2
8

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

あ
な

た
の

働
き

方
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

な
こ

と
は

あ
て

は
ま

り
ま

す
か

。
1
)

1
日

の
作

業
量

を
自

分
で

決
め

る
こ

と
が

で
き

た
2
)

作
業

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

自
分

で
決

め
る

こ
と

が
で

き
た

3
)

自
分

の
都

合
で

始
業

・
終

業
時

刻
を

変
更

で
き

た
4
)

就
業

時
間

の
途

中
で

職
場

を
離

れ
る

（
中

抜
け

す
る

）
こ

と
が

で
き

た
5
)

自
宅

で
作

業
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

6
)

希
望

ど
お

り
に

休
暇

を
取

る
こ

と
が

で
き

た
7
)

締
め

切
り

や
納

期
に

追
わ

れ
て

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
余

裕
が

な
か

っ
た

8
)

頼
ま

れ
た

仕
事

を
断

れ
な

か
っ

た
9
)

職
場

で
私

生
活

の
こ

と
を

気
軽

に
話

す
こ

と
が

で
き

た
1
0
)

シ
フ

ト
勤

務
等

で
勤

務
時

間
が

不
規

則
だ

っ
た

1
1
)

仕
事

に
よ

る
肉

体
的

な
疲

労
で

日
々

く
た

く
た

に
疲

れ
て

い
た

1
2
)

仕
事

に
よ

る
精

神
的

な
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
参

っ
て

い
た

【
選

択
肢

】
1

あ
て

は
ま

る
2

や
や

あ
て

は
ま

る
3

あ
ま

り
あ

て
は

ま
ら

な
い

4
あ

て
は

ま
ら

な
い

Q
2
9

S
A

要
介

護
発

生
当

初
、

あ
な

た
は

転
勤

（
支

社
・
支

店
・
工

場
等

、
事

業
所

を
移

る
異

動
）
の

可
能

性
が

あ
り

ま
し

た
か

。

1
転

居
を

伴
う

転
勤

の
可

能
性

が
あ

っ
た

2
転

居
を

し
な

い
範

囲
で

の
転

勤
の

可
能

性
が

あ
っ

た
3

転
勤

の
可

能
性

は
な

か
っ

た

Q
2
9
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
転

居
を

伴
う

転
勤

の
可

能
性

が
あ

っ
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

介
護

を
理

由
に

転
居

を
伴

う
転

勤
の

免
除

を
受

け
る

こ
と

は
で

き
ま

し
た

か
。

1
は

い
2

い
い

え
3

わ
か

ら
な

い

Q
3
0

M
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
と

あ
な

た
の

関
係

に
つ

い
て

、
次

の
よ

う
な

こ
と

は
あ

て
は

ま
り

ま
す

か
。

要
介

護
発

生
前

も
含

め
て

当
時

の
勤

務
先

で
経

験
し

た
こ

と
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
勤

務
先

に
あ

る
仕

事
と

介
護

の
両

立
支

援
制

度
に

つ
い

て
説

明
を

受
け

た
（
メ

ー
ル

で
の

告
知

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

配
付

も
含

む
）

2
介

護
保

険
制

度
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
方

法
に

つ
い

て
勤

務
先

で
説

明
を

受
け

た
（
メ

ー
ル

で
の

告
知

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

配
付

も
含

む
）

3
介

護
の

た
め

に
会

社
を

辞
め

な
い

で
ほ

し
い

と
勤

務
先

で
言

わ
れ

た
4

家
族

の
介

護
を

し
な

が
ら

働
い

た
経

験
が

あ
る

人
が

勤
務

先
に

い
た

5
な

る
べ

く
残

業
は

し
な

い
よ

う
に

言
わ

れ
て

い
た

6
計

画
的

に
休

暇
を

消
化

す
る

よ
う

に
言

わ
れ

て
い

た
7

い
ず

れ
も

な
か

っ
た

Q
3
1

S
A

要
介

護
発

生
当

初
、

勤
務

先
に

は
あ

な
た

に
適

用
さ

れ
る

仕
事

と
介

護
の

両
立

支
援

制
度

は
あ

り
ま

し
た

か
。

以
下

の
制

度
の

う
ち

、
あ

て
は

ま
る

も
の

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
)

介
護

休
業

制
度

（
介

護
の

た
め

に
連

続
し

た
期

間
取

得
で

き
る

休
業

制
度

）
2
)

介
護

休
暇

制
度

（
介

護
の

た
め

に
1
日

以
下

の
単

位
で

取
得

で
き

る
休

暇
制

度
）

3
)

所
定

の
労

働
時

間
や

労
働

日
数

を
短

く
す

る
短

時
間

勤
務

（
時

短
）
制

度
4
)

所
定

外
労

働
（
残

業
や

休
日

労
働

）
を

免
除

す
る

制
度

5
)

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
6
)

始
業

・
終

業
時

刻
の

繰
上

げ
・
繰

下
げ

制
度

（
時

差
出

勤
制

度
）

7
)

テ
レ

ワ
ー

ク
（
在

宅
勤

務
・
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

・
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

）
8
)

会
社

か
ら

の
介

護
経

費
の

援
助

9
)

共
済

互
助

会
・
労

働
組

合
等

か
ら

の
介

護
経

費
の

援
助

【
選

択
肢

】
1

あ
っ

た
2

な
か

っ
た

3
わ

か
ら

な
い

■
要

介
護

発
生

時
の

勤
務

先
の

介
護

休
業

制
度

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
Q

3
2
-
1

S
A

介
護

休
業

の
期

間
は

ど
の

よ
う

に
定

め
ら

れ
て

い
ま

し
た

か
。

1
3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
未

満
3

6
か

月
4

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

未
満

5
1
年

6
1
年

よ
り

長
い

期
間

7
期

間
の

制
限

は
な

く
、

必
要

日
数

取
得

で
き

た
8

わ
か

ら
な

い
Q

3
2
-
2

S
A

介
護

休
業

を
複

数
回

に
分

割
し

て
取

得
す

る
こ

と
は

で
き

ま
し

た
か

。
1

複
数

回
に

分
割

し
て

取
得

で
き

た
2

取
得

で
き

る
の

は
1
回

だ
け

だ
っ

た
3

わ
か

ら
な

い

Q
3
2
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

複
数

回
に

分
割

し
て

取
得

で
き

た
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

介
護

休
業

は
何

回
分

割
で

き
ま

し
た

か
。

1
2
回

2
3
回

3
4
～

5
回

4
6
回

5
7
回

以
上

6
わ

か
ら

な
い

Q
3
2
-
4

S
A

介
護

休
業

期
間

中
の

所
得

保
障

は
ど

の
程

度
の

水
準

で
し

た
か

。
※

介
護

休
業

給
付

と
会

社
か

ら
の

支
給

（
有

給
部

分
を

含
む

）
を

合
計

し
た

額
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
従

前
の

賃
金

の
4
割

未
満

2
4
割

3
4
割

超
5
割

以
下

4
5
割

超
6
割

以
下

5
6
割

超
7
割

以
下

6
7
割

超
8
割

以
下

7
8
割

超
9
割

以
下

8
9
割

超
1
0
割

以
下

9
従

前
の

賃
金

を
超

え
る

水
準

1
0

わ
か

ら
な

い
■

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
の

介
護

休
暇

制
度

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
Q

3
2
-
5

S
A

要
介

護
者

1
人

あ
た

り
、

年
間

何
日

ま
で

介
護

休
暇

を
取

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
か

。
1

年
に

5
日

未
満

2
年

に
5
日

3
年

に
6
日

～
1
0
日

4
年

に
1
1
日

～
1
5
日

5
年

に
1
6
日

～
2
0
日

6
年

に
2
1
日

～
4
0
日

7
年

に
4
1
日

以
上

8
わ

か
ら

な
い

Q
3
2
-
6

S
A

介
護

休
暇

の
取

得
単

位
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

し
た

か
。

1
1
日

単
位

2
半

日
単

位
3

時
間

単
位

4
わ

か
ら

な
い

Q
3
2
-
7

S
A

介
護

休
暇

は
有

給
で

し
た

か
。

1
有

給
2

無
給

3
わ

か
ら

な
い
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■
要

介
護

発
生

当
初

の
勤

務
先

の
短

時
間

勤
務

（
時

短
）
制

度
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
3
2
-
8

S
A

短
時

間
勤

務
（
時

短
）
制

度
を

利
用

で
き

る
期

間
の

上
限

は
ど

の
く
ら

い
で

し
た

か
。

1
3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
以

内
3

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

以
内

4
1
年

よ
り

長
く
2
年

以
内

5
2
年

よ
り

長
く
3
年

未
満

6
3
年

7
3
年

よ
り

長
く
4
年

以
内

8
4
年

よ
り

長
く
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

期
間

の
制

限
は

な
く
、

必
要

な
だ

け
利

用
で

き
た

1
1

わ
か

ら
な

い

Q
3
2
-
9

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
の

所
定

外
労

働
（
残

業
や

休
日

労
働

）
免

除
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
期

間
は

ど
の

く
ら

い
で

し
た

か
。

1
3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
以

内
3

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

以
内

4
1
年

よ
り

長
く
2
年

以
内

5
2
年

よ
り

長
く
3
年

未
満

6
3
年

7
3
年

よ
り

長
く
4
年

以
内

8
4
年

よ
り

長
く
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

期
間

の
制

限
は

な
く
、

必
要

な
だ

け
利

用
で

き
た

1
1

わ
か

ら
な

い
Q

3
3

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

、
あ

な
た

は
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
か

。
1

取
っ

た
こ

と
が

あ
る

2
取

っ
た

こ
と

は
な

い

Q
3
3
-
1

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
が

あ
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

い
つ

、
介

護
休

業
を

取
り

ま
し

た
か

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
要

介
護

発
生

当
初

（
要

介
護

状
態

発
生

後
初

の
3
か

月
程

度
の

時
期

）
2

要
介

護
終

了
直

前
（
要

介
護

状
態

終
了

前
3
か

月
程

度
の

時
期

）
3

介
護

中
（
上

記
を

除
く
間

の
時

期
）

Q
3
3
-
2

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
が

あ
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

初
に

介
護

休
業

を
取

っ
た

の
は

い
つ

で
し

た
か

。
休

業
開

始
年

月
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
3
3
-
3

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
が

あ
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

介
護

休
業

を
何

回
と

り
ま

し
た

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
3
3
-
4

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
が

あ
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

1
回

あ
た

り
の

長
介

護
休

業
取

得
期

間
は

ど
の

く
ら

い
で

し
た

か
。

ま
た

全
要

介
護

期
間

を
通

算
し

て
ど

の
く
ら

い
介

護
休

業
を

取
り

ま
し

た
か

。

1
)

1
回

の
長

取
得

期
間

2
)

通
算

期
間

（
全

要
介

護
期

間
を

通
じ

て
）

【
選

択
肢

】
1

1
週

間
以

内
2

1
週

間
を

超
え

2
週

間
以

内
3

2
週

間
を

超
え

1
か

月
以

内
4

1
か

月
を

超
え

2
か

月
以

内
5

2
か

月
を

超
え

3
か

月
以

内
6

3
か

月
を

超
え

6
か

月
以

内
7

6
か

月
を

超
え

1
年

以
内

8
1
年

を
超

え
2
年

以
内

9
2
年

を
超

え
る

期
間

Q
3
3
-
5

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

取
っ

た
こ

と
は

な
い

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

介
護

休
業

を
取

ら
な

か
っ

た
の

は
な

ぜ
で

し
た

か
。

（
い

く
つ

で
も

）

1
自

分
に

適
用

さ
れ

る
介

護
休

業
制

度
が

勤
務

先
に

な
か

っ
た

2
自

分
は

介
護

休
業

の
適

用
対

象
外

だ
っ

た
3

要
介

護
者

が
介

護
休

業
の

対
象

家
族

で
な

か
っ

た
4

休
業

期
間

中
に

収
入

を
減

ら
し

た
く
な

か
っ

た
5

介
護

休
業

を
取

り
に

く
い

雰
囲

気
が

職
場

に
あ

っ
た

6
介

護
休

業
以

外
の

休
暇

や
休

日
で

介
護

に
対

応
で

き
た

7
介

護
の

た
め

に
仕

事
を

休
む

必
要

が
な

か
っ

た
8

介
護

休
業

を
取

得
し

て
も

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

状
態

で
は

な
か

っ
た

9
そ

の
他

：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
3
4

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

、
そ

の
方

の
介

護
の

た
め

に
あ

な
た

は
所

定
労

働
時

間
を

短
縮

し
て

働
き

ま
し

た
か

。

1
勤

務
先

の
短

時
間

勤
務

制
度

を
利

用
し

て
短

縮
し

た
2

勤
務

先
の

短
時

間
勤

務
制

度
は

利
用

し
な

い
で

短
縮

し
た

3
所

定
労

働
時

間
の

短
縮

は
行

わ
な

か
っ

た
4

所
定

労
働

時
間

が
決

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

Q
3
5

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

、
そ

の
方

の
介

護
の

た
め

に
あ

な
た

は
残

業
せ

ず
定

時
退

勤
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
か

。

1
1
か

月
以

上
毎

日
定

時
退

勤
す

る
期

間
が

あ
っ

た
2

1
か

月
の

中
で

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

決
め

て
い

た
3

1
週

間
の

中
で

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

決
め

て
い

た
4

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

不
定

期
に

決
め

て
い

た
5

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

こ
と

は
し

な
か

っ
た

6
介

護
に

か
か

わ
ら

ず
ほ

ぼ
毎

日
定

時
退

勤
し

て
い

た
7

定
時

が
決

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

Q
3
6

S
A

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
の

所
定

外
労

働
免

除
の

制
度

は
利

用
し

ま
し

た
か

。
1

利
用

し
た

2
利

用
し

な
か

っ
た

■
以

下
は

、
先

ほ
ど

お
答

え
い

た
だ

い
た

ご
家

族
・
ご

親
族

の
要

介
護

状
態

が
継

続
し

て
い

る
方

も
含

め
て

、
全

員
に

お
伺

い
し

ま
す

。

Q
3
7

S
A

全
要

介
護

期
間

を
通

じ
て

、
そ

の
方

の
介

護
の

た
め

に
、

あ
な

た
は

ど
の

く
ら

い
連

続
し

て
仕

事
を

休
む

必
要

が
あ

り
ま

し
た

か
。

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
で

の
仕

事
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
実

際
に

休
ん

だ
日

数
で

は
な

く
、

必
要

だ
っ

た
と

思
う

日
数

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
要

介
護

状
態

が
続

い
て

い
る

方
は

要
介

護
発

生
か

ら
現

在
ま

で
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
通

算
し

て
1
週

間
以

内
2

通
算

し
て

1
週

間
を

超
え

2
週

間
以

内
3

通
算

し
て

2
週

間
を

超
え

1
か

月
以

内
4

通
算

し
て

1
か

月
を

超
え

3
か

月
以

内
5

通
算

し
て

3
か

月
を

超
え

6
か

月
以

内
6

通
算

し
て

6
か

月
を

超
え

1
年

以
内

7
通

算
し

て
1
年

を
超

え
2
年

以
内

8
通

算
し

て
2
年

を
超

え
る

期
間

9
連

続
し

て
仕

事
を

休
む

必
要

は
な

か
っ

た
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Q
3
7
-
1

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
の

た
め

に
連

続
し

て
仕

事
を

休
む

必
要

が
あ

っ
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す そ

の
期

間
の

休
み

が
必

要
だ

と
感

じ
た

理
由

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
入

浴
・
食

事
・
外

出
等

、
日

々
の

介
助

に
専

念
す

る
た

め
2

在
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
準

備
の

た
め

3
介

護
以

外
の

家
事

に
専

念
す

る
た

め
4

あ
な

た
自

身
の

健
康

の
た

め
5

遠
距

離
介

護
の

た
め

6
要

介
護

者
の

転
居

・
施

設
入

居
の

た
め

7
医

療
機

関
（
病

院
等

）
の

入
退

院
の

準
備

・
手

続
き

の
た

め
8

介
護

に
必

要
な

情
報

収
集

の
た

め
9

介
護

を
担

っ
て

い
る

家
族

・
親

族
を

助
け

る
た

め
1
0

そ
の

他
　

具
体

的
な

目
的

は
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
3
8

S
A

全
要

介
護

期
間

を
通

じ
て

、
そ

の
方

の
介

護
の

た
め

に
、

あ
な

た
は

所
定

労
働

時
間

を
短

く
す

る
必

要
が

あ
り

ま
し

た
か

。
要

介
護

発
生

当
初

の
勤

務
先

で
の

仕
事

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
実

際
に

短
く
し

た
か

否
か

に
か

か
わ

ら
ず

、
必

要
だ

と
感

じ
た

か
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
要

介
護

状
態

が
続

い
て

い
る

方
は

要
介

護
発

生
か

ら
現

在
ま

で
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
あ

っ
た

2
や

や
あ

っ
た

3
あ

ま
り

な
か

っ
た

4
な

か
っ

た
5

所
定

労
働

時
間

が
決

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

Q
3
9

M
A

介
護

を
機

に
次

の
よ

う
な

経
験

を
勤

務
先

で
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

要
介

護
発

生
か

ら
初

の
1
年

間
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
体

調
不

良
で

仕
事

を
休

む
こ

と
が

増
え

た
2

仕
事

で
重

大
な

過
失

や
事

故
を

起
こ

し
た

3
勤

務
評

価
が

下
が

っ
た

4
昇

進
の

見
込

み
が

な
く
な

っ
た

5
降

格
さ

れ
た

6
減

給
さ

れ
た

7
自

宅
待

機
を

命
じ

ら
れ

た
8

受
け

入
れ

が
た

い
配

置
転

換
が

あ
っ

た
9

介
護

と
の

両
立

が
難

し
い

地
域

へ
の

転
勤

を
命

じ
ら

れ
た

1
0

い
じ

め
や

嫌
が

ら
せ

を
受

け
た

1
1

解
雇

や
雇

い
止

め
を

さ
れ

た
・
退

職
を

促
さ

れ
た

1
2

昇
進

の
辞

令
を

受
け

た
1
3

い
ず

れ
も

な
い

Q
4
0

S
A

あ
な

た
は

、
要

介
護

発
生

当
初

と
同

じ
会

社
で

現
在

ま
で

仕
事

を
続

け
て

い
ま

す
か

。
自

営
業

等
、

ご
自

身
が

事
業

主
の

方
は

、
ご

自
身

が
経

営
し

て
い

る
会

社
や

事
業

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
同

じ
会

社
で

仕
事

を
続

け
て

い
る

2
当

初
の

会
社

は
辞

め
た

Q
4
0
-
1

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

発
生

当
初

の
会

社
を

辞
め

た
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
発

生
当

初
の

会
社

を
辞

め
た

の
は

い
つ

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
4
0
-
2

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

発
生

当
初

の
会

社
を

辞
め

た
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
発

生
当

初
の

勤
務

先
を

あ
な

た
が

辞
め

た
理

由
に

次
の

こ
と

は
あ

て
は

ま
り

ま
す

か
。

（
い

く
つ

で
も

）

1
自

分
に

適
用

さ
れ

る
仕

事
と

介
護

の
両

立
支

援
制

度
が

職
場

に
な

か
っ

た
2

要
介

護
者

が
両

立
支

援
制

度
の

対
象

外
だ

っ
た

3
介

護
の

た
め

に
仕

事
の

責
任

を
果

た
せ

な
く
な

っ
た

4
要

介
護

者
や

家
族

に
仕

事
を

辞
め

る
よ

う
言

わ
れ

た
5

介
護

を
す

る
人

が
自

分
以

外
に

い
な

か
っ

た
6

介
護

に
よ

る
心

身
の

負
担

が
大

き
く
仕

事
を

続
け

ら
れ

な
か

っ
た

7
介

護
に

も
っ

と
時

間
を

割
き

た
い

と
思

っ
た

8
介

護
と

は
関

係
の

な
い

仕
事

上
の

理
由

で
辞

め
た

（
例

：
定

年
退

職
、

雇
用

契
約

期
間

の
満

了
、

勤
務

先
の

倒
産

な
ど

）

9
介

護
と

は
関

係
の

な
い

私
生

活
上

の
理

由
で

辞
め

た
（
例

：
結

婚
、

出
産

、
配

偶
者

の
転

勤
な

ど
）

1
0

そ
の

他
　

具
体

的
に

：
(回

答
必

須
)(

入
力

制
限

な
し

)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
4
0
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

発
生

当
初

の
会

社
を

辞
め

た
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

現
在

ま
で

に
再

就
職

は
し

ま
し

た
か

。

1
は

い
、

再
就

職
し

た
2

い
い

え
、

再
就

職
し

て
い

な
い

Q
4
0
-
4

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

発
生

当
初

の
会

社
を

辞
め

た
後

、
再

就
職

し
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す 要

介
護

発
生

当
初

の
勤

務
先

を
辞

め
た

後
、

初
に

仕
事

に
つ

い
た

年
月

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
4
0
-
5

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

発
生

当
初

の
会

社
を

辞
め

た
後

、
再

就
職

し
た

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す 要

介
護

発
生

当
初

の
勤

務
先

を
辞

め
た

後
、

初
に

仕
事

に
つ

い
た

就
業

形
態

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
会

社
経

営
者

・
役

員
・
自

営
業

・
自

由
業

・
内

職
・
家

族
従

業
員

（
雇

用
以

外
の

形
態

）
2

正
規

従
業

員
（
会

社
な

ど
の

正
社

員
・
正

職
員

、
短

時
間

正
社

員
含

む
）

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

（
通

常
の

労
働

者
よ

り
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

短
い

労
働

者
）

4
契

約
社

員
（
正

規
従

業
員

以
外

で
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

通
常

の
労

働
者

と
同

じ
労

働
者

）
5

派
遣

社
員

（
労

働
者

派
遣

法
に

も
と

づ
く
派

遣
会

社
か

ら
派

遣
さ

れ
る

労
働

者
）

■
以

下
の

質
問

は
、

先
ほ

ど
お

答
え

い
た

だ
い

た
ご

家
族

・
ご

親
族

の
要

介
護

状
態

が
継

続
し

て
い

る
方

に
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
4
1

S
A

あ
な

た
は

現
在

、
収

入
を

伴
う

仕
事

を
し

て
い

ま
す

か
。

※
パ

ー
ト

や
ア

ル
バ

イ
ト

も
仕

事
に

含
め

ま
す

が
、

学
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

は
仕

事
に

含
め

な
い

で
く
だ

さ
い

。
※

会
社

・
組

織
に

在
籍

し
て

い
る

が
休

業
・
休

職
中

の
場

合
も

「
は

い
」
と

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
は

い
（
仕

事
を

し
て

い
る

）
2

い
い

え
（
無

業
で

あ
る

）
3

い
い

え
（
学

生
で

あ
る

）
Q

4
1
-
1

数
値

F
A

あ
な

た
が

現
在

の
勤

務
先

で
仕

事
を

始
め

た
の

は
い

つ
で

す
か

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
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Q
4
1
-
2

S
A

現
在

の
勤

務
先

の
事

業
や

商
売

の
内

容
は

、
大

き
く
分

け
る

と
ど

れ
に

あ
た

る
も

の
で

す
か

。
1

農
林

漁
業

2
鉱

業
3

建
設

業
4

製
造

業
5

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

6
運

輸
業

7
情

報
通

信
業

8
卸

売
業

9
小

売
業

1
0

金
融

・
保

険
業

1
1

不
動

産
業

1
2

教
育

・
学

習
支

援
1
3

学
術

研
究

・
専

門
サ

ー
ビ

ス
1
4

宿
泊

業
・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

1
5

生
活

関
連

・
娯

楽
業

1
6

医
療

・
福

祉
1
7

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

業
1
8

他
に

分
類

さ
れ

な
い

公
務

Q
4
1
-
3

S
A

現
在

の
勤

務
先

で
雇

わ
れ

て
い

る
従

業
員

は
会

社
全

体
で

何
人

く
ら

い
で

す
か

。
※

な
お

官
公

庁
・
公

営
事

業
所

に
お

勤
め

の
方

は
「
官

公
庁

・
公

営
事

業
所

」
と

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
な

し
（
家

族
従

業
員

の
み

）
2

1
～

4
人

3
5
～

9
人

4
1
0
～

2
9
人

5
3
0
～

9
9
人

6
1
0
0
～

2
9
9
人

7
3
0
0
～

9
9
9
人

8
1
,0

0
0
人

以
上

9
官

公
庁

・
公

営
事

業
所

Q
4
2

S
A

現
在

の
あ

な
た

の
役

職
は

ど
れ

に
あ

た
る

も
の

で
す

か
。

1
部

長
以

上
2

次
長

・
課

長
3

課
長

よ
り

下
の

役
職

（
主

任
、

係
長

等
）

4
役

職
な

し

■
あ

な
た

の
就

業
時

間
（
残

業
や

休
日

労
働

を
含

め
て

実
際

に
働

い
て

い
る

時
間

）
に

つ
い

て
、

以
下

の
質

問
に

お
答

え
く
だ

さ
い

。

Q
4
3
-
1

数
値

F
A

あ
な

た
の

1
日

の
就

業
時

間
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
残

業
や

休
日

労
働

を
含

め
て

実
際

に
働

い
た

時
間

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

早
出

に
よ

る
残

業
時

間
は

除
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

1
時

間
未

満
（
分

単
位

）
は

切
り

捨
て

て
く
だ

さ
い

。

Q
4
3
-
2

S
A

所
定

の
始

業
時

刻
は

何
時

で
す

か
。

※
早

出
に

よ
る

残
業

時
間

は
除

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

日
に

よ
っ

て
始

業
時

刻
が

異
な

る
場

合
は

、
も

早
い

日
の

始
業

時
刻

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

交
代

制
勤

務
・
シ

フ
ト

制
な

ど
で

日
に

よ
っ

て
始

業
時

刻
が

異
な

る
方

は
、

も
早

い
始

業
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
定

の
時

刻
が

決
ま

っ
て

い
な

い
方

は
主

な
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
午

前
6
時

よ
り

前
2

午
前

6
時

～
7
時

前
3

午
前

7
時

～
8
時

前
4

午
前

8
時

～
9
時

前
5

午
前

9
時

～
1
0
時

前
6

午
前

1
0
時

～
1
1
時

前
7

午
前

1
1
時

～
1
2
時

前
8

午
前

1
2
時

以
降

Q
4
3
-
3

S
A

所
定

の
終

業
時

刻
は

何
時

で
す

か
。

※
居

残
り

に
よ

る
残

業
時

間
は

除
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

日
に

よ
っ

て
終

業
時

刻
が

異
な

る
場

合
は

、
も

遅
い

日
の

終
業

時
刻

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

交
代

制
勤

務
・
シ

フ
ト

制
な

ど
で

日
に

よ
っ

て
終

業
時

刻
が

異
な

る
方

は
、

も
遅

い
終

業
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
定

の
時

刻
が

決
ま

っ
て

い
な

い
方

は
主

な
時

刻
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
午

後
4
時

よ
り

前
2

午
後

4
時

～
5
時

前
3

午
後

5
時

～
6
時

前
4

午
後

6
時

～
7
時

前
5

午
後

7
時

～
8
時

前
6

午
後

8
時

～
9
時

前
7

午
後

9
時

～
1
0
時

前
8

午
後

1
0
時

以
降

Q
4
3
-
4

数
値

F
A

あ
な

た
の

就
業

日
数

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
1
)

週
の

就
業

日
数

（
休

日
労

働
含

む
）

2
)

残
業

や
休

日
労

働
を

す
る

日
は

週
に

3
)

深
夜

の
時

間
帯

（
2
2
時

～
翌

朝
5
時

）
に

就
業

す
る

日
は

月
に

Q
4
3
-
5

数
値

F
A

自
宅

で
仕

事
を

す
る

時
間

（
在

宅
勤

務
や

持
ち

帰
り

残
業

等
を

含
む

）
は

週
に

何
時

間
く
ら

い
あ

り
ま

す
か

。
自

宅
で

仕
事

を
す

る
こ

と
が

な
い

方
は

「
0
」
時

間
と

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
4
3
-
6

S
A

出
張

の
頻

度
は

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。
1

月
に

1
度

以
上

2
数

か
月

に
1
度

程
度

3
ほ

と
ん

ど
な

い
4

ま
っ

た
く
な

い

Q
4
3
-
7

数
値

F
A

平
成

3
0
年

の
1
年

間
に

年
次

有
給

休
暇

（
年

休
）
を

何
日

取
得

し
ま

し
た

か
。

付
与

さ
れ

て
い

た
日

数
は

何
日

あ
り

ま
し

た
か

。
前

年
か

ら
の

繰
り

越
し

分
も

含
め

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
付

与
期

間
が

1
月

か
ら

1
2
月

で
な

い
場

合
は

直
近

の
1
年

間
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

1
)

日
付

与
さ

れ
て

い
た

年
休

の
う

ち
2
)

日
取

得
し

た
Q

4
4

M
A

現
在

の
あ

な
た

の
働

き
方

に
つ

い
て

、
次

の
よ

う
な

こ
と

は
あ

て
は

ま
り

ま
す

か
。

1
)

1
日

の
作

業
量

を
自

分
で

決
め

る
こ

と
が

で
き

る
2
)

作
業

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

自
分

で
決

め
る

こ
と

が
で

き
る

3
)

自
分

の
都

合
で

始
業

・
終

業
時

刻
を

変
更

で
き

る
4
)

就
業

時
間

の
途

中
で

職
場

を
離

れ
る

（
中

抜
け

す
る

）
こ

と
が

で
き

る
5
)

自
宅

で
作

業
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

6
)

希
望

ど
お

り
に

休
暇

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
7
)

締
め

切
り

や
納

期
に

追
わ

れ
て

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
余

裕
が

な
い

8
)

頼
ま

れ
た

仕
事

を
断

れ
な

い
9
)

職
場

で
私

生
活

の
こ

と
を

気
軽

に
話

す
こ

と
が

で
き

る
1
0
)

シ
フ

ト
勤

務
等

で
勤

務
時

間
が

不
規

則
で

あ
る

1
1
)

仕
事

に
よ

る
肉

体
的

な
疲

労
で

日
々

く
た

く
た

に
疲

れ
て

い
る

1
2
)

仕
事

に
よ

る
精

神
的

な
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
参

っ
て

い
る

【
選

択
肢

】
1

あ
て

は
ま

る
2

や
や

あ
て

は
ま

る
3

あ
ま

り
あ

て
は

ま
ら

な
い

4
あ

て
は

ま
ら

な
い

Q
4
5

S
A

現
在

の
勤

務
先

で
、

あ
な

た
が

担
当

し
て

い
る

職
務

は
何

人
で

作
業

を
分

担
し

て
い

ま
す

か
。

あ
な

た
以

外
に

職
務

を
担

当
し

て
い

る
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

所
属

し
て

い
る

事
業

所
や

部
課

の
人

数
で

は
な

く
、

あ
な

た
が

担
当

し
て

い
る

職
務

を
実

質
的

に
分

担
し

て
い

る
同

僚
等

の
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

担
当

職
務

に
よ

っ
て

人
数

が
異

な
る

場
合

は
も

少
な

い
人

数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
0
人

（
あ

な
た

の
み

）
2

1
人

3
2
人

4
3
人

以
上
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Q
4
6

S
A

現
在

の
勤

務
先

に
あ

な
た

に
適

用
さ

れ
る

次
の

よ
う

な
制

度
は

あ
り

ま
す

か
。

1
介

護
休

業
制

度
（
介

護
の

た
め

に
連

続
し

た
期

間
取

得
で

き
る

休
業

制
度

）
2

介
護

休
暇

制
度

（
介

護
の

た
め

に
1
日

以
下

の
単

位
で

取
得

で
き

る
休

暇
制

度
）

3
所

定
の

労
働

時
間

や
労

働
日

数
を

短
く
す

る
短

時
間

勤
務

（
時

短
）
制

度
4

所
定

外
労

働
（
残

業
や

休
日

労
働

）
を

免
除

す
る

制
度

5
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

6
始

業
・
終

業
時

刻
の

繰
上

げ
・
繰

下
げ

制
度

（
時

差
出

勤
制

度
）

7
テ

レ
ワ

ー
ク

（
在

宅
勤

務
・
モ

バ
イ

ル
ワ

ー
ク

・
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

）
8

会
社

か
ら

の
介

護
経

費
の

援
助

9
共

済
互

助
会

・
労

働
組

合
等

か
ら

の
介

護
経

費
の

援
助

【
選

択
肢

】
1

あ
る

2
な

い
3

わ
か

ら
な

い
■

現
在

の
勤

務
先

の
介

護
休

業
制

度
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
4
6
-
1

S
A

介
護

休
業

の
期

間
は

ど
の

よ
う

に
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
1

3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
未

満
3

6
か

月
4

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

未
満

5
1
年

6
1
年

よ
り

長
い

期
間

7
期

間
の

制
限

は
な

く
、

必
要

日
数

取
得

で
き

る
8

わ
か

ら
な

い
Q

4
6
-
2

S
A

介
護

休
業

を
複

数
回

に
分

割
し

て
取

得
す

る
こ

と
は

で
き

ま
す

か
。

1
複

数
回

に
分

割
し

て
取

得
で

き
る

2
取

得
で

き
る

の
は

1
回

だ
け

3
わ

か
ら

な
い

Q
4
6
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
介

護
休

業
を

複
数

回
に

分
割

し
て

取
得

で
き

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

介
護

休
業

は
何

回
分

割
で

き
ま

す
か

。

1
2
回

2
3
回

3
4
～

5
回

4
6
回

5
7
回

以
上

6
わ

か
ら

な
い

Q
4
6
-
4

S
A

介
護

休
業

期
間

中
の

所
得

保
障

は
ど

の
程

度
の

水
準

で
す

か
。

※
介

護
休

業
給

付
と

会
社

か
ら

の
支

給
（
有

給
部

分
を

含
む

）
を

合
計

し
た

額
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
従

前
の

賃
金

の
4
割

未
満

2
4
割

3
4
割

超
5
割

以
下

4
5
割

超
6
割

以
下

5
6
割

超
7
割

以
下

6
7
割

超
8
割

以
下

7
8
割

超
9
割

以
下

8
9
割

超
1
0
割

以
下

9
従

前
の

賃
金

を
超

え
る

水
準

1
0

わ
か

ら
な

い

■
現

在
の

勤
務

先
の

介
護

休
暇

制
度

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
Q

4
6
-
5

S
A

要
介

護
者

1
人

あ
た

り
、

年
間

何
日

ま
で

介
護

休
暇

を
取

る
こ

と
が

で
き

ま
す

か
。

1
年

に
5
日

未
満

2
年

に
5
日

3
年

に
6
日

～
1
0
日

以
内

4
年

に
1
1
日

～
1
5
日

以
内

5
年

に
1
6
日

～
2
0
日

以
内

6
年

に
2
1
日

～
4
0
日

以
内

7
年

に
4
1
日

以
上

8
わ

か
ら

な
い

Q
4
6
-
6

S
A

介
護

休
暇

の
取

得
単

位
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
1

1
日

単
位

2
半

日
単

位
3

時
間

単
位

4
わ

か
ら

な
い

Q
4
6
-
7

S
A

介
護

休
暇

は
有

給
で

す
か

。
1

有
給

2
無

給
3

わ
か

ら
な

い
■

現
在

の
勤

務
先

の
短

時
間

勤
務

（
時

短
）
制

度
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
4
6
-
8

S
A

短
時

間
勤

務
（
時

短
）
制

度
を

利
用

で
き

る
期

間
の

上
限

は
ど

の
く
ら

い
で

す
か

。
1

3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
以

内
3

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

以
内

4
1
年

よ
り

長
く
2
年

以
内

5
2
年

よ
り

長
く
3
年

未
満

6
3
年

7
3
年

よ
り

長
く
4
年

以
内

8
4
年

よ
り

長
く
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

期
間

の
制

限
は

な
く
、

必
要

な
だ

け
利

用
で

き
る

1
1

わ
か

ら
な

い

Q
4
6
-
9

S
A

現
在

の
勤

務
先

の
所

定
外

労
働

（
残

業
や

休
日

労
働

）
免

除
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
期

間
は

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。

1
3
か

月
（
9
3
日

）
ま

で
2

3
か

月
（
9
3
日

）
よ

り
長

く
6
か

月
以

内
3

6
か

月
よ

り
長

く
1
年

以
内

4
1
年

よ
り

長
く
2
年

以
内

5
2
年

よ
り

長
く
3
年

未
満

6
3
年

7
3
年

よ
り

長
く
4
年

以
内

8
4
年

よ
り

長
く
5
年

以
内

9
5
年

を
超

え
る

期
間

1
0

期
間

の
制

限
は

な
く
、

必
要

な
だ

け
利

用
で

き
る

1
1

わ
か

ら
な

い

Q
4
7

S
A

現
在

の
勤

務
先

で
、

そ
の

方
の

介
護

の
た

め
に

、
あ

な
た

は
所

定
労

働
時

間
を

短
縮

し
て

働
い

て
い

ま
す

か
。

1
勤

務
先

の
短

時
間

勤
務

制
度

を
利

用
し

て
い

る
2

勤
務

先
の

短
時

間
勤

務
制

度
は

利
用

し
な

い
で

短
縮

し
て

い
る

3
所

定
労

働
時

間
の

短
縮

は
し

て
い

な
い

4
所

定
労

働
時

間
が

決
ま

っ
て

い
な

い
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Q
4
7
-
1

S
A

そ
の

方
の

介
護

の
た

め
に

あ
な

た
は

所
定

労
働

時
間

を
短

縮
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

か
。

1
あ

る
2

や
や

あ
る

3
あ

ま
り

な
い

4
な

い
Q

4
8

S
A

現
在

の
勤

務
先

で
、

そ
の

方
の

介
護

の
た

め
に

残
業

を
し

な
い

で
定

時
退

勤
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

1
毎

日
定

時
退

勤
す

る
こ

と
が

1
か

月
以

上
あ

る
2

1
か

月
の

中
で

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

決
め

て
い

る
3

1
週

間
の

中
で

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

決
め

て
い

る
4

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

日
を

不
定

期
に

決
め

て
い

る
5

介
護

の
た

め
に

定
時

退
勤

す
る

こ
と

は
し

て
い

な
い

6
介

護
に

か
か

わ
ら

ず
ほ

ぼ
毎

日
定

時
退

勤
し

て
い

る
7

定
時

が
決

ま
っ

て
い

な
い

Q
4
9

S
A

現
在

の
勤

務
先

の
所

定
外

労
働

免
除

の
制

度
は

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
1

利
用

し
て

い
る

2
利

用
し

て
い

な
い

Q
5
0

S
A

現
在

、
仕

事
中

に
次

の
よ

う
な

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
お

選
び

く
だ

さ
い

。
1
)

仕
事

中
に

居
眠

り
を

す
る

こ
と

2
)

気
分

が
落

ち
込

ん
で

仕
事

を
す

る
気

に
な

れ
な

い
こ

と
3
)

不
注

意
に

よ
る

仕
事

の
ミ

ス
を

す
る

こ
と

4
)

仕
事

で
重

大
な

過
失

や
事

故
を

起
こ

し
そ

う
に

な
る

ヒ
ヤ

リ
・
ハ

ッ
ト

の
経

験
5
)

予
定

し
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ど
お

り
に

仕
事

を
進

め
ら

れ
な

い
こ

と
6
)

課
さ

れ
た

目
標

（
ノ

ル
マ

等
）
が

達
成

で
き

な
い

こ
と

7
)

心
身

の
体

調
不

良
に

よ
り

、
出

勤
で

き
な

い
こ

と
【
選

択
肢

】
1

た
び

た
び

あ
る

2
た

ま
に

あ
る

3
な

い

Q
5
1

S
A

ご
自

身
の

働
き

方
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

な
お

気
持

ち
は

あ
り

ま
す

か
。

そ
れ

ぞ
れ

あ
て

は
ま

る
も

の
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

1
)

就
業

時
間

を
増

や
し

た
い

2
)

収
入

を
増

や
し

た
い

3
)

仕
事

の
専

門
性

を
高

め
た

い
4
)

今
よ

り
も

高
い

地
位

や
役

職
に

就
き

た
い

5
)

介
護

の
た

め
に

、
仕

事
で

の
責

任
を

果
た

せ
て

い
な

い
6
)

仕
事

で
の

責
任

を
果

た
す

た
め

に
、

介
護

が
お

ろ
そ

か
に

な
っ

て
い

る
7
)

現
在

の
仕

事
が

好
き

で
あ

る
【
選

択
肢

】
1

あ
て

は
ま

る
2

や
や

あ
て

は
ま

る
3

あ
ま

り
あ

て
は

ま
ら

な
い

4
あ

て
は

ま
ら

な
い

Q
5
2

S
A

今
後

も
介

護
を

し
な

が
ら

現
在

の
勤

務
先

で
働

き
続

け
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
か

。
1

続
け

ら
れ

る
と

思
う

2
続

け
ら

れ
な

い
と

思
う

3
わ

か
ら

な
い

■
収

入
を

伴
う

仕
事

を
現

在
し

て
い

な
い

方
に

お
伺

い
し

ま
す

。
Q

5
3

S
A

現
在

あ
な

た
は

、
収

入
を

伴
う

仕
事

に
就

き
た

い
で

す
か

。
1

は
い

2
い

い
え

Q
5
3
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
収

入
を

伴
う

仕
事

に
就

き
た

い
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

ど
の

よ
う

な
就

業
形

態
で

働
き

た
い

で
す

か
。

1
会

社
経

営
者

・
役

員
・
自

営
業

・
自

由
業

・
内

職
・
家

族
従

業
員

（
雇

用
以

外
の

形
態

）
2

正
規

従
業

員
（
会

社
な

ど
の

正
社

員
・
正

職
員

、
短

時
間

正
社

員
含

む
）

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
非

常
勤

（
通

常
の

労
働

者
よ

り
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

短
い

労
働

者
）

4
契

約
社

員
（
正

規
従

業
員

以
外

で
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

通
常

の
労

働
者

と
同

じ
労

働
者

）
5

派
遣

社
員

（
労

働
者

派
遣

法
に

も
と

づ
く
派

遣
会

社
か

ら
派

遣
さ

れ
る

労
働

者
）

Q
5
3
-
2

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
収

入
を

伴
う

仕
事

に
就

き
た

い
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

週
何

日
、

1
日

に
ど

れ
く
ら

い
の

時
間

働
き

た
い

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
5
3
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
収

入
を

伴
う

仕
事

に
就

き
た

い
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
は

現
在

、
具

体
的

な
求

職
活

動
を

し
て

い
ま

す
か

。

1
求

職
活

動
を

し
て

い
る

2
求

職
活

動
は

し
て

い
な

い
■

現
在

も
要

介
護

状
態

が
続

い
て

い
る

方
に

、
現

在
の

要
介

護
者

の
ご

様
子

を
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
5
4

S
A

現
在

、
そ

の
方

の
介

護
を

し
て

い
る

ご
家

族
・
ご

親
族

は
あ

な
た

以
外

に
何

人
い

ま
す

か
。

※
炊

事
・
洗

濯
等

の
家

事
や

、
薬

の
管

理
、

介
護

の
た

め
の

情
報

収
集

、
諸

手
続

き
な

ど
、

要
介

護
者

の
身

の
回

り
の

お
世

話
に

関
わ

っ
た

方
は

す
べ

て
含

め
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

自
分

以
外

に
介

護
の

担
い

手
が

い
な

い
場

合
は

「
0
人

」
と

ご
回

答
く
だ

さ
い

。

1
0
人

（
あ

な
た

の
み

）
2

1
人

3
2
人

4
3
人

以
上

Q
5
5

S
A

あ
な

た
は

現
在

、
そ

の
要

介
護

者
と

同
居

し
て

い
ま

す
か

。
※

 そ
の

方
が

現
在

病
院

や
介

護
施

設
等

に
入

っ
て

い
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

（
1
）
ふ

だ
ん

は
要

介
護

者
と

同
居

し
て

い
る

が
一

時
的

に
入

院
・
入

所
し

て
い

る
場

合
は

「
同

居
」
、

（
2
）
病

院
へ

の
入

院
や

施
設

へ
の

入
所

が
今

後
長

期
に

わ
た

っ
て

続
く
見

込
み

が
高

い
場

合
は

「
別

居
」
と

お
考

え
く
だ

さ
い

。

1
介

護
を

す
る

前
か

ら
同

居
し

て
い

る
2

介
護

を
機

に
同

居
を

始
め

た
3

要
介

護
者

と
別

居
し

て
い

る

Q
5
5
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
と

別
居

し
て

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

現
在

、
あ

な
た

が
別

居
し

て
い

る
要

介
護

者
は

、
あ

な
た

の
ご

自
宅

か
ら

片
道

で
ど

の
く
ら

い
離

れ
た

と
こ

ろ
に

住
ん

で
い

ま
す

か
。

通
常

使
う

交
通

手
段

を
も

と
に

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
3
0
分

未
満

2
3
0
分

～
1
時

間
未

満
3

1
時

間
～

2
時

間
未

満
4

2
時

間
以

上

Q
5
6

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
と

別
居

し
て

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

そ
の

要
介

護
者

は
一

人
暮

ら
し

で
す

か
。

※
病

院
や

介
護

施
設

等
に

入
っ

て
い

る
場

合
、

「
い

い
え

」
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

1
は

い
2

い
い

え

Q
5
6
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
は

一
人

暮
ら

し
を

し
て

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

の
近

所
（
毎

日
行

き
来

で
き

る
距

離
）
に

あ
な

た
以

外
の

ご
家

族
が

住
ん

で
い

ま
す

か
。

1
は

い
2

い
い

え

Q
5
7

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
と

別
居

し
て

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

要
介

護
者

は
ご

自
宅

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
か

、
そ

れ
と

も
病

院
や

介
護

施
設

等
の

施
設

で
生

活
を

し
て

い
ま

す
か

。
※

こ
こ

で
言

う
「
自

宅
」
に

は
、

あ
な

た
や

要
介

護
者

の
ご

自
宅

だ
け

で
な

く
、

他
の

ご
家

族
・
ご

親
族

の
自

宅
も

含
め

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

住
宅

（
い

わ
ゆ

る
「
サ

高
住

」
）
も

「
自

宅
」
に

含
み

ま
す

。
※

主
に

自
宅

で
生

活
を

し
な

が
ら

、
一

時
的

に
入

院
や

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

よ
う

な
形

で
、

施
設

を
短

期
間

利
用

す
る

場
合

は
「
自

宅
で

生
活

を
し

て
い

る
」
と

お
考

え
く
だ

さ
い

。

1
自

宅
で

生
活

し
て

い
る

2
介

護
施

設
や

病
院

等
の

施
設

で
生

活
し

て
い

る
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Q
5
7
-
1

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
は

介
護

施
設

や
病

院
等

の
施

設
で

生
活

し
て

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

ご
自

宅
を

出
て

介
護

施
設

や
病

院
等

の
施

設
で

生
活

を
始

め
た

の
は

何
年

何
月

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
5
8
-
1

数
値

F
A

■
要

介
護

者
が

自
宅

で
生

活
し

て
い

る
（
あ

な
た

と
の

同
居

を
含

む
）
方

に
お

伺
い

し
ま

す
以

下
の

在
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

は
ど

の
く
ら

い
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

介
護

保
険

が
適

用
さ

れ
る

サ
ー

ビ
ス

だ
け

で
な

く
、

保
険

外
の

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
も

含
め

て
く
だ

さ
い

。
※

利
用

し
て

い
な

い
場

合
は

「
0
」
日

と
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
)

訪
問

介
護

サ
ー

ビ
ス

（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

等
）
を

週
に

2
)

通
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

（
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

）
を

週
に

3
)

短
期

入
所

型
施

設
サ

ー
ビ

ス
（
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

等
）
を

月
に

4
)

そ
の

他
の

在
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

（
小

規
模

多
機

能
型

等
）
を

月
に

Q
5
8
-
2

S
A

今
後

の
要

介
護

者
の

介
護

に
つ

い
て

、
自

宅
で

の
在

宅
介

護
と

老
人

ホ
ー

ム
等

で
の

施
設

介
護

の
ど

ち
ら

を
あ

な
た

は
望

み
ま

す
か

。

1
在

宅
介

護
2

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

在
宅

介
護

3
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
施

設
介

護
4

施
設

介
護

Q
5
9

S
A

近
1
か

月
間

の
要

介
護

者
の

様
子

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す

。
以

下
の

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
に

つ
い

て
要

介
護

者
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
)

入
浴

2
)

衣
類

を
準

備
し

、
身

に
つ

け
る

こ
と

3
)

ト
イ

レ
に

行
く
こ

と
4
)

排
尿

・
排

便
5
)

食
事

を
皿

か
ら

取
っ

て
食

べ
る

こ
と

6
)

ベ
ッ

ド
か

ら
寝

起
き

す
る

こ
と

【
選

択
肢

】
1

要
介

護
者

一
人

で
で

き
る

2
要

介
護

者
一

人
で

は
で

き
な

い

Q
5
9
-
1

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
要

介
護

者
が

一
人

で
は

で
き

な
い

」
と

お
答

え
い

た
だ

い
た

項
目

に
つ

い
て

お
伺

い
し

ま
す あ

な
た

は
要

介
護

者
の

手
助

け
を

し
て

い
ま

す
か

。

1
)

入
浴

2
)

衣
類

を
準

備
し

、
身

に
つ

け
る

こ
と

3
)

ト
イ

レ
に

行
く
こ

と
4
)

排
尿

・
排

便
5
)

食
事

を
皿

か
ら

取
っ

て
食

べ
る

こ
と

6
)

ベ
ッ

ド
か

ら
寝

起
き

す
る

こ
と

【
選

択
肢

】
1

は
い

2
い

い
え

Q
6
0

S
A

要
介

護
者

の
主

た
る

介
護

者
は

あ
な

た
で

す
か

。
1

は
い

2
い

い
え

Q
6
1

M
A

要
介

護
者

の
ご

自
宅

の
家

事
（
炊

事
や

掃
除

、
洗

濯
等

）
は

ど
な

た
が

行
っ

て
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
あ

な
た

2
あ

な
た

以
外

の
家

族
・
親

族
3

専
門

家
（
家

事
代

行
、

介
護

保
険

の
生

活
援

助
等

）
4

N
P

O
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
5

隣
人

、
友

人
・
知

人
6

そ
の

他
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

7
要

介
護

者
本

人
8

わ
か

ら
な

い

Q
6
2

M
A

現
在

の
要

介
護

者
の

生
活

の
う

ち
、

以
下

の
こ

と
は

ど
な

た
が

し
て

い
ま

す
か

。
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
)

病
院

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

手
続

き
2
)

病
気

や
ケ

ガ
の

治
療

方
針

の
判

断
3
)

薬
の

管
理

（
服

薬
・
保

管
等

）
【
選

択
肢

】
1

あ
な

た
が

し
て

い
る

2
あ

な
た

以
外

の
家

族
・
親

族
が

し
て

い
る

3
家

族
以

外
の

専
門

家
が

し
て

い
る

4
専

門
家

以
外

の
友

人
や

知
人

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

が
し

て
い

る
5

要
介

護
者

本
人

が
自

分
で

行
っ

て
い

る
6

誰
も

し
て

い
な

い
7

わ
か

ら
な

い
Q

6
3

M
A

要
介

護
者

の
悩

み
を

聞
い

て
、

相
談

に
乗

っ
て

い
る

の
は

ど
な

た
で

す
か

。
（
い

く
つ

で
も

）
1

あ
な

た
2

あ
な

た
以

外
の

家
族

・
親

族
3

専
門

家
（
医

者
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
）

4
N

P
O

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

5
隣

人
、

友
人

・
知

人
6

そ
の

他
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

7
相

談
相

手
は

い
な

い
8

わ
か

ら
な

い
Q

6
4

S
A

そ
の

要
介

護
者

の
要

介
護

認
定

は
現

在
い

く
つ

で
す

か
。

1
要

支
援

1
2

要
支

援
2

3
要

介
護

1
4

要
介

護
2

5
要

介
護

3
6

要
介

護
4

7
要

介
護

5
8

要
介

護
認

定
を

受
け

て
自

立
と

認
定

さ
れ

た
9

要
介

護
認

定
は

受
け

て
い

な
い

1
0

わ
か

ら
な

い
■

現
在

の
あ

な
た

ご
自

身
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
6
5

数
値

F
A

次
の

よ
う

な
事

が
ら

に
あ

な
た

は
1
日

ど
の

く
ら

い
時

間
を

使
っ

て
い

ま
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

1
時

間
未

満
（
分

単
位

）
は

切
り

捨
て

て
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

1
【
仕

事
が

あ
る

日
の

平
均

】
要

介
護

者
の

介
護

時
間

2
【
仕

事
が

あ
る

日
の

平
均

】
家

事
・
育

児
時

間
3

【
仕

事
が

あ
る

日
の

平
均

】
睡

眠
時

間
4

【
仕

事
が

あ
る

日
の

平
均

】
趣

味
・
レ

ジ
ャ

ー
等

の
自

由
時

間
5

【
仕

事
が

な
い

日
の

平
均

】
要

介
護

者
の

介
護

時
間

6
【
仕

事
が

な
い

日
の

平
均

】
家

事
・
育

児
時

間
7

【
仕

事
が

な
い

日
の

平
均

】
睡

眠
時

間
8

【
仕

事
が

な
い

日
の

平
均

】
趣

味
・
レ

ジ
ャ

ー
等

の
自

由
時

間
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Q
6
6

S
A

あ
な

た
の

現
在

の
平

均
的

な
介

護
生

活
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

あ
な

た
は

以
下

の
時

間
帯

に
ど

の
く
ら

い
の

頻
度

で
介

護
を

し
て

い
ま

す
か

。

1
)

早
朝

（
5
時

～
7
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

2
)

朝
（
7
時

～
9
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

3
)

午
前

（
9
時

～
1
2
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

4
)

午
後

（
1
2
時

～
1
7
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

5
)

夕
方

（
1
7
時

～
1
9
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

6
)

夜
間

（
1
9
時

～
2
2
時

）
に

介
護

す
る

こ
と

7
)

深
夜

（
2
2
時

～
翌

日
5
時

）
 に

介
護

す
る

こ
と

【
選

択
肢

】
1

ほ
ぼ

毎
日

2
週

に
3
～

5
日

程
度

3
週

に
1
～

2
日

程
度

4
週

に
1
日

未
満

5
な

い

Q
6
7

S
A

介
護

に
よ

る
心

身
の

影
響

は
現

在
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
あ

て
は

ま
る

も
の

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。

1
)

介
護

に
よ

る
肉

体
的

な
疲

労
は

あ
り

ま
す

か
2
)

介
護

に
よ

る
精

神
的

な
ス

ト
レ

ス
は

あ
り

ま
す

か
3
)

介
護

が
原

因
の

病
気

や
ケ

ガ
は

あ
り

ま
す

か
【
選

択
肢

】
1

あ
る

2
少

し
あ

る
3

あ
ま

り
な

い
4

な
い

Q
6
8

S
A

以
下

の
こ

と
は

あ
な

た
に

あ
て

は
ま

り
ま

す
か

。
1
)

介
護

が
原

因
で

、
友

人
と

の
関

係
が

悪
く
な

っ
て

い
る

2
)

介
護

が
原

因
で

、
家

族
と

の
関

係
が

悪
く
な

っ
て

い
る

3
)

要
介

護
者

と
の

関
係

は
良

好
で

あ
る

4
)

要
介

護
者

の
頼

み
を

断
れ

な
い

5
)

あ
な

た
の

就
寝

中
に

要
介

護
者

に
起

こ
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
6
)

仕
事

中
に

介
護

の
こ

と
で

呼
び

出
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
7
)

要
介

護
者

が
家

族
以

外
の

者
と

関
わ

る
こ

と
を

嫌
が

る
8
)

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
時

間
が

あ
な

た
の

生
活

と
合

わ
な

い
9
)

今
後

も
介

護
を

続
け

て
い

け
る

と
思

う
【
選

択
肢

】
1

あ
て

は
ま

る
2

や
や

あ
て

は
ま

る
3

あ
ま

り
あ

て
は

ま
ら

な
い

4
あ

て
は

ま
ら

な
い

Q
6
9

S
A

あ
な

た
に

と
っ

て
望

ま
し

い
関

係
と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
す

か
。

現
在

の
介

護
と

仕
事

に
つ

い
て

、
あ

な
た

の
お

気
持

ち
に

も
近

い
も

の
を

1
つ

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
仕

事
は

し
な

い
で

介
護

に
専

念
す

る
2

仕
事

も
す

る
が

介
護

を
優

先
す

る
3

仕
事

も
介

護
も

同
じ

く
ら

い
す

る
4

介
護

も
す

る
が

仕
事

を
優

先
す

る
5

介
護

を
し

な
い

で
仕

事
を

優
先

す
る

Q
7
0

数
値

F
A

あ
な

た
が

支
出

し
て

い
る

要
介

護
者

の
介

護
費

用
は

1
か

月
い

く
ら

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

介
護

保
険

の
自

己
負

担
額

分
と

介
護

保
険

外
の

支
出

を
あ

わ
せ

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

支
払

っ
て

い
な

い
場

合
は

「
0
」
円

と
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
※

「
円

」
単

位
の

1
か

月
あ

た
り

の
介

護
費

用
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

Q
7
0
-
1

S
A

要
介

護
者

が
現

在
利

用
し

て
い

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

ケ
ア

プ
ラ

ン
は

、
あ

な
た

が
介

護
を

し
な

が
ら

仕
事

を
す

る
た

め
に

十
分

な
も

の
で

す
か

。

1
介

護
保

険
の

範
囲

内
で

十
分

に
仕

事
が

で
き

る
2

十
分

に
仕

事
を

す
る

た
め

に
介

護
保

険
外

の
サ

ー
ビ

ス
を

使
っ

て
い

る
3

介
護

保
険

の
範

囲
内

に
収

ま
る

よ
う

仕
事

を
減

ら
し

て
い

る
4

現
在

の
ケ

ア
プ

ラ
ン

で
は

就
業

で
き

な
い

5
要

介
護

者
の

ケ
ア

プ
ラ

ン
と

あ
な

た
の

就
業

は
関

係
が

な
い

6
要

介
護

者
は

現
在

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

な
い

7
要

介
護

者
は

介
護

保
険

の
適

用
対

象
で

な
い

Q
7
1

S
A

平
成

3
0
年

の
1
年

間
（
2
0
1
8
年

1
月

か
ら

1
2
月

ま
で

）
に

、
あ

な
た

は
介

護
の

た
め

に
仕

事
を

休
み

ま
し

た
か

。

1
休

ん
だ

2
休

ま
な

か
っ

た
3

過
去

1
年

間
に

就
業

経
験

は
な

い

Q
7
1
-
1

数
値

F
A

平
成

3
0
年

の
1
年

間
（
2
0
1
8
年

1
月

か
ら

1
2
月

ま
で

）
に

介
護

の
た

め
に

仕
事

を
休

ん
だ

の
は

何
日

で
し

た
か

（
1
）
。

ま
た

、
そ

の
う

ち
介

護
休

業
（
2
）
と

介
護

休
暇

（
3
）
、

お
よ

び
年

次
有

給
休

暇
（
年

休
、

（
4
）
）
を

取
得

し
た

の
は

何
日

で
し

た
か

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

「
介

護
休

業
」
は

、
介

護
の

た
め

に
連

続
し

た
期

間
取

得
で

き
る

休
業

を
い

い
、

「
介

護
休

暇
」
は

、
介

護
の

た
め

に
1
日

以
下

の
単

位
で

取
得

で
き

る
休

暇
を

い
い

ま
す

。
※

現
在

仕
事

を
し

て
い

る
方

は
現

在
の

勤
務

先
で

休
ん

だ
日

数
を

、
現

在
仕

事
を

し
て

い
な

い
方

は
過

去
1
年

間
に

働
い

て
い

た
勤

務
先

で
休

ん
だ

日
数

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
)

介
護

の
た

め
に

仕
事

を
休

ん
だ

日
数

2
)

そ
の

う
ち

介
護

休
業

の
日

数
3
)

そ
の

う
ち

介
護

休
暇

の
日

数
4
)

そ
の

う
ち

年
休

の
日

数

Q
7
2

M
A

現
在

の
勤

務
先

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
の

方
に

あ
な

た
が

し
て

い
る

介
護

の
こ

と
を

話
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

（
い

く
つ

で
も

）

1
上

司
2

同
僚

3
人

事
担

当
者

や
両

立
支

援
の

担
当

者
4

労
働

組
合

の
役

員
5

そ
の

他
の

勤
務

先
の

人
　

具
体

的
に

：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

6
勤

務
先

に
は

話
し

て
い

な
い

7
現

在
は

仕
事

を
し

て
い

な
い

Q
7
2
-
1

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
勤

務
先

に
介

護
の

こ
と

を
話

し
て

い
な

い
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
が

勤
務

先
に

、
介

護
の

こ
と

を
話

さ
な

い
理

由
は

何
で

す
か

。
（
い

く
つ

で
も

）

1
別

の
相

談
先

が
あ

る
か

ら
2

介
護

の
こ

と
を

言
い

出
せ

る
雰

囲
気

で
は

な
い

か
ら

3
職

場
に

迷
惑

を
か

け
る

こ
と

に
な

る
と

思
う

か
ら

4
相

談
を

し
な

く
て

も
仕

事
と

介
護

を
両

立
で

き
る

た
め

5
仕

事
に

私
生

活
を

持
ち

込
む

べ
き

で
は

な
い

と
思

う
か

ら
6

介
護

と
仕

事
の

両
立

支
援

に
消

極
的

な
職

場
だ

か
ら

7
昇

進
へ

の
影

響
な

ど
、

自
分

の
キ

ャ
リ

ア
へ

の
悪

影
響

が
心

配
だ

か
ら

8
介

護
を

し
な

が
ら

働
い

て
い

る
同

僚
の

待
遇

が
良

く
な

い
か

ら
9

解
雇

や
雇

止
め

の
不

安
が

あ
る

か
ら

1
0

話
し

て
も

何
も

変
わ

ら
な

い
か

ら
1
1

そ
の

他
　

具
体

的
に

：
(回

答
必

須
)(

入
力

制
限

な
し

)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）
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Q
7
3

S
A

現
在

の
介

護
の

中
で

、
以

下
の

よ
う

な
事

柄
は

家
族

と
、

家
族

以
外

の
専

門
家

の
ど

ち
ら

が
、

ど
の

程
度

担
う

べ
き

だ
と

お
考

え
で

す
か

。
望

ま
し

い
と

思
う

組
み

合
わ

せ
を

お
選

び
く
だ

さ
い

。
※

介
護

保
険

外
の

民
間

の
有

料
サ

ー
ビ

ス
も

「
専

門
家

」
に

よ
る

ケ
ア

と
お

考
え

く
だ

さ
い

。

1
)

入
浴

・
食

事
・
排

泄
等

、
日

常
生

活
の

介
助

2
)

買
物

や
通

院
等

、
外

出
の

送
り

迎
え

3
)

入
退

院
や

要
介

護
認

定
等

の
諸

手
続

き
4
)

病
気

や
ケ

ガ
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
判

断
5
)

要
介

護
者

の
悩

み
を

聞
き

、
相

談
に

乗
る

【
選

択
肢

】
1

す
べ

て
を

家
族

が
す

る
2

家
族

が
中

心
だ

が
、

専
門

家
も

あ
る

程
度

す
る

3
家

族
と

専
門

家
が

半
分

ず
つ

す
る

4
専

門
家

が
中

心
だ

が
、

家
族

も
あ

る
程

度
す

る
5

す
べ

て
を

専
門

家
が

す
る

Q
7
4

S
A

あ
な

た
の

要
介

護
者

と
の

関
わ

り
方

は
、

次
の

A
・
B

の
ど

ち
ら

に
近

い
で

す
か

。
A

：
多

少
で

も
要

介
護

者
に

不
自

由
が

な
い

よ
う

に
何

で
も

手
助

け
を

す
る

B
：
な

る
べ

く
手

助
け

を
し

な
い

で
要

介
護

者
自

身
に

で
き

る
こ

と
は

自
分

で
さ

せ
る

1
A

に
近

い
2

や
や

A
に

近
い

3
や

や
B

に
近

い
4

B
に

近
い

Q
7
5

S
A

こ
れ

ま
で

お
答

え
い

た
だ

い
た

要
介

護
者

以
外

で
、

あ
な

た
が

現
在

介
護

を
し

て
い

る
方

は
い

ま
す

か
。

1
は

い
2

い
い

え
■

近
1
か

月
間

の
あ

な
た

の
心

の
状

態
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
7
6
-
1

S
A

こ
の

1
か

月
間

、
気

分
が

沈
ん

だ
り

、
憂

う
つ

な
気

持
ち

に
な

っ
た

り
す

る
こ

と
が

よ
く
あ

り
ま

し
た

か
。

1
は

い
2

い
い

え

Q
7
6
-
2

S
A

こ
の

1
か

月
間

、
ど

う
も

物
事

に
対

し
て

興
味

が
わ

か
な

い
、

あ
る

い
は

心
か

ら
楽

し
め

な
い

感
じ

が
よ

く
あ

り
ま

し
た

か
。

1
は

い
2

い
い

え

Q
7
7

数
値

F
A

あ
な

た
の

（
1
）
現

在
の

体
重

・
身

長
と

（
2
）
1
年

前
の

体
重

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
小

数
点

は
四

捨
五

入
し

て
く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
7
8

S
A

近
1
か

月
間

の
あ

な
た

の
心

身
の

状
態

に
つ

い
て

、
各

質
問

に
対

し
て

も
あ

て
は

ま
る

項
目

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
)

よ
く
眠

れ
な

い
2
)

日
中

、
強

い
眠

気
に

襲
わ

れ
る

3
)

朝
、

起
き

た
時

、
ぐ

っ
た

り
し

た
疲

れ
を

感
じ

る
4
)

食
欲

が
な

い
こ

と
5
)

以
前

と
く
ら

べ
て

、
疲

れ
や

す
い

【
選

択
肢

】
1

よ
く
あ

る
2

と
き

ど
き

あ
る

3
ほ

と
ん

ど
な

い
Q

7
9

M
A

日
頃

あ
な

た
の

悩
み

を
聞

い
て

相
談

に
の

っ
て

い
る

の
は

ど
な

た
で

す
か

。
（
い

く
つ

で
も

）
1

家
族

・
親

族
2

隣
人

、
友

人
・
知

人
3

専
門

家
（
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

）
4

S
N

S
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

つ
な

が
っ

て
い

る
人

5
そ

の
他

：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

6
相

談
相

手
は

い
な

い

■
全

員
に

お
伺

い
し

ま
す

。
現

在
介

護
を

し
て

い
な

い
方

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

Q
8
0

S
A

あ
な

た
が

介
護

休
業

制
度

や
介

護
休

暇
制

度
等

、
企

業
に

お
い

て
実

施
す

る
仕

事
と

介
護

の
両

立
支

援
制

度
に

つ
い

て
初

め
て

知
っ

た
の

は
い

つ
で

す
か

。

1
家

族
・
親

族
が

要
介

護
状

態
に

な
る

前
か

ら
知

っ
て

い
た

2
家

族
・
親

族
が

要
介

護
状

態
に

な
っ

た
後

で
知

っ
た

3
現

在
も

知
ら

な
い

Q
8
1

S
A

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

1
月

か
ら

改
正

育
児

・
介

護
休

業
法

※
が

施
行

さ
れ

、
介

護
休

業
等

、
仕

事
と

介
護

の
両

立
支

援
に

関
す

る
法

律
の

規
定

が
改

定
さ

れ
た

こ
と

を
、

あ
な

た
は

ご
存

知
で

し
た

か
。

※
介

護
休

業
が

3
回

ま
で

分
割

し
て

取
得

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
、

介
護

休
暇

が
半

日
単

位
で

取
得

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
等

の
改

正
を

指
し

ま
す

。

1
知

っ
て

い
た

2
知

ら
な

か
っ

た

Q
8
1
-
1

M
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
改

正
を

知
っ

て
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

ど
こ

か
ら

改
正

を
知

り
ま

し
た

か
。

（
い

く
つ

で
も

）

1
都

道
府

県
労

働
局

2
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
3

市
区

町
村

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
4

勤
務

先
（
上

司
、

同
僚

、
人

事
担

当
者

等
）

5
N

P
O

等
の

民
間

団
体

6
要

介
護

者
の

担
当

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

7
そ

の
他

の
医

療
や

介
護

の
専

門
家

8
介

護
を

通
し

て
知

り
合

っ
た

友
人

・
知

人
9

そ
の

他
の

友
人

・
知

人
1
0

家
族

・
親

族
1
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

テ
レ

ビ
・
新

聞
・
雑

誌
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

1
2

そ
の

他
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
8
1
-
2

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
改

正
を

知
っ

て
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

改
正

内
容

を
ど

の
程

度
ご

存
知

で
す

か
。

1
詳

し
く
知

っ
て

い
る

2
多

少
は

知
っ

て
い

る
3

あ
ま

り
知

ら
な

い
4

知
ら

な
い

■
後

に
、

あ
な

た
ご

自
身

に
つ

い
て

い
く
つ

か
お

伺
い

し
ま

す
。

Q
8
2

S
A

要
介

護
者

の
現

在
お

住
ま

い
の

都
道

府
県

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

要
介

護
状

態
が

終
了

し
て

い
る

場
合

に
は

、
要

介
護

終
了

時
点

の
お

住
ま

い
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。

Q
8
3

S
A

あ
な

た
が

現
在

お
住

ま
い

の
都

道
府

県
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
Q

8
4

S
A

あ
な

た
の

終
学

歴
は

次
の

ど
れ

に
あ

た
り

ま
す

か
。

1
中

学
校

卒
業

2
高

校
卒

業
3

専
門

学
校

卒
業

（
高

校
卒

業
後

入
学

）
4

短
期

大
学

・
高

等
専

門
学

校
卒

業
5

大
学

・
大

学
院

卒
業

6
そ

の
他

　
具

体
的

に
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
8
5

S
A

あ
な

た
に

は
現

在
、

配
偶

者
は

い
ま

す
か

（
事

実
婚

を
含

む
）
。

1
い

る
2

い
な

い

Q
8
5
-
1

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
配

偶
者

が
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

現
在

の
配

偶
者

と
ご

結
婚

さ
れ

た
年

・
月

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
8
5
-
2

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
配

偶
者

が
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
の

配
偶

者
は

何
歳

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
8
5
-
3

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
配

偶
者

が
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
の

配
偶

者
は

何
人

兄
弟

姉
妹

の
何

番
目

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

す
で

に
お

亡
く
な

り
に

な
っ

た
ご

兄
弟

・
ご

姉
妹

は
除

い
て

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
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Q
8
5
-
4

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
配

偶
者

が
い

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

配
偶

者
は

収
入

を
伴

う
仕

事
を

し
て

い
ま

す
か

。

1
会

社
経

営
者

・
役

員
・
自

営
業

・
自

由
業

・
内

職
・
家

族
従

業
員

（
雇

用
以

外
の

形
態

）
2

正
規

従
業

員
（
会

社
な

ど
の

正
社

員
・
正

職
員

、
短

時
間

正
社

員
含

む
）

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

（
通

常
の

労
働

者
よ

り
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

短
い

労
働

者
）

4
契

約
社

員
（
正

規
従

業
員

以
外

で
週

の
所

定
勤

務
時

間
が

通
常

の
労

働
者

と
同

じ
労

働
者

）
5

派
遣

社
員

（
労

働
者

派
遣

法
に

も
と

づ
く
派

遣
会

社
か

ら
派

遣
さ

れ
る

労
働

者
）

6
収

入
を

伴
う

仕
事

は
し

て
い

な
い

Q
8
6

S
A

あ
な

た
に

は
お

子
さ

ん
が

い
ま

す
か

。
養

子
や

継
子

等
、

実
子

以
外

の
お

子
さ

ん
も

含
め

て
一

緒
に

生
活

し
て

い
る

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
お

子
さ

ん
が

い
る

場
合

は
、

人
数

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
い

る
：
(回

答
必

須
)(

数
字

小
数

不
可

)(
制

限
あ

り
:1

以
上

2
0
以

内
)人

2
い

な
い

Q
8
6
-
1

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
お

子
さ

ん
が

い
る

」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

一
番

年
下

の
お

子
さ

ん
の

年
齢

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
8
7

数
値

F
A

あ
な

た
自

身
は

何
人

兄
弟

姉
妹

の
何

番
目

で
す

か
。

（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）
※

す
で

に
お

亡
く
な

り
に

な
っ

た
ご

兄
弟

・
ご

姉
妹

は
除

い
て

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

Q
8
8

S
A

現
在

の
お

住
ま

い
は

次
の

ど
れ

に
な

り
ま

す
か

。
1

持
ち

家
（
一

戸
建

て
）

2
持

ち
家

（
集

合
住

宅
）

3
借

家
（
一

戸
建

て
・
連

棟
戸

建
て

）
4

借
家

（
集

合
住

宅
）

5
そ

の
他

　
具

体
的

に
：
(回

答
必

須
)(
入

力
制

限
な

し
)(
2
0
0
文

字
ま

で
)（

2
0
0
文

字
ま

で
）

Q
8
9

S
A

現
在

の
あ

な
た

個
人

の
年

収
と

世
帯

全
体

の
年

収
を

お
答

え
く
だ

さ
い

。
※

税
金

・
社

会
保

険
料

な
ど

を
差

し
引

か
れ

る
前

の
残

業
手

当
、

ボ
ー

ナ
ス

、
臨

時
収

入
、

副
業

収
入

を
含

む
総

収
入

で
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

自
営

の
場

合
は

、
売

上
高

な
ど

か
ら

必
要

経
費

を
除

い
た

金
額

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
年

金
や

家
賃

収
入

等
の

就
労

に
よ

ら
な

い
収

入
も

含
め

て
く
だ

さ
い

。

1
)

あ
な

た
の

個
人

年
収

2
)

あ
な

た
の

世
帯

年
収

【
選

択
肢

】
1

な
し

2
1
0
0
万

円
未

満
3

1
0
0
～

2
0
0
万

円
未

満
4

2
0
0
～

3
0
0
万

円
未

満
5

3
0
0
～

4
0
0
万

円
未

満
6

4
0
0
～

6
0
0
万

円
未

満
7

6
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満
8

8
0
0
～

1
,0

0
0
万

円
未

満
9

1
,0

0
0
～

1
,2

0
0
万

円
未

満
1
0

1
,2

0
0
～

2
,0

0
0
万

円
未

満
1
1

2
,0

0
0
万

円
以

上
Q

9
0

S
A

現
在

、
あ

な
た

は
主

た
る

家
計

支
持

者
で

す
か

。
1

は
い

2
い

い
え

Q
9
1

S
A

現
在

、
あ

な
た

の
家

計
の

状
況

は
い

か
が

で
す

か
。

1
非

常
に

苦
し

い
2

や
や

苦
し

い
3

あ
ま

り
苦

し
く
な

い
4

苦
し

く
な

い

Q
9
2

S
A

あ
な

た
は

、
後

に
学

校
を

卒
業

し
て

か
ら

現
在

ま
で

に
ご

実
家

を
離

れ
て

生
活

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。

す
で

に
ご

両
親

が
亡

く
な

っ
て

い
る

場
合

は
、

ご
存

命
の

と
き

の
生

活
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
※

学
生

時
代

は
含

め
ず

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。

1
あ

る
2

な
い

Q
9
2
-
1

数
値

F
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
ご

実
家

を
離

れ
て

生
活

し
た

こ
と

が
あ

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

あ
な

た
が

は
じ

め
て

ご
実

家
を

離
れ

て
生

活
し

始
め

た
の

は
、

あ
な

た
が

何
歳

の
と

き
で

し
た

か
。

学
生

時
代

に
ご

実
家

を
離

れ
て

い
た

方
は

学
生

時
代

を
除

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
そ

の
後

同
居

し
た

場
合

も
、

初
に

ご
実

家
を

離
れ

て
暮

ら
し

た
時

期
を

お
答

え
く
だ

さ
い

）
（
半

角
数

字
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

）

Q
9
2
-
2

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
ご

実
家

を
離

れ
て

生
活

し
た

こ
と

が
あ

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

ご
実

家
を

離
れ

て
生

活
を

始
め

た
当

時
、

仕
送

り
等

、
生

活
費

の
援

助
を

ご
実

家
か

ら
受

け
る

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

か
。

学
生

時
代

に
ご

実
家

を
離

れ
て

い
た

方
は

学
生

時
代

を
除

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
日

常
的

に
あ

っ
た

2
と

き
ど

き
あ

っ
た

3
な

か
っ

た

Q
9
2
-
3

S
A

■
先

ほ
ど

の
質

問
で

「
ご

実
家

を
離

れ
て

生
活

し
た

こ
と

が
あ

る
」
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
し

ま
す

ご
実

家
を

離
れ

て
生

活
を

始
め

た
当

時
、

ご
実

家
に

帰
る

こ
と

は
ど

の
く
ら

い
の

頻
度

で
あ

り
ま

し
た

か
。

1
週

に
1
回

以
上

2
月

に
1
～

2
回

程
度

3
数

か
月

に
1
回

程
度

4
年

に
1
～

2
回

程
度

5
数

年
に

1
回

程
度

6
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
Q

9
3

S
A

現
在

、
あ

な
た

が
同

居
さ

れ
て

い
る

ご
家

族
の

方
は

何
人

い
ま

す
か

。
あ

な
た

以
外

に
1

0
人

2
1
人

3
2
人

4
3
人

5
4
人

6
5
人

以
上

Q
9
4

S
A

以
下

の
表

の
う

ち
、

あ
な

た
が

生
ま

れ
て

か
ら

現
在

ま
で

の
ご

両
親

の
就

業
形

態
と

し
て

も
長

期
間

で
あ

っ
た

も
の

を
、

そ
れ

ぞ
れ

1
つ

お
答

え
く
だ

さ
い

。

1
)

あ
な

た
の

父
親

2
)

あ
な

た
の

母
親

【
選

択
肢

】
1

自
営

業
・
自

由
業

・
家

族
従

業
員

2
正

社
員

・
正

職
員

3
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
派

遣
社

員
・
契

約
社

員
等

の
非

正
社

員
4

収
入

を
伴

う
仕

事
を

し
て

い
な

か
っ

た
5

わ
か

ら
な

い

以
上
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